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地域でこどもを育成し、未来の人づくりをめざして活動しているＮＰＯ法

人・泉南みずなすの会（理事長・河野哲夫さん）による「親子農業体験をやろ

う」が行われ、タマネギ畑の草むしりと収穫に、小学生とその保護者ら約３０

人が、気持ちのいい爽やかな汗を流しました。

参加した保護者のお一人は、「農作業は初めて‥。普通では体験できないすば

らしい経験を親子でさせてもらいました。次回以降もぜひ、参加したいです

ね！」と笑顔で語ってくれました。 （６月８日）

こどもを育て、未来につなげたい‥
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つばさのまちフェスタのスポーツイベントの「華」となっ

ているビーチサッカー大会を今年も引き続き開催します。砂

浜をフィールドに熱戦が繰り広げられ、ＤＪと音楽でも最高

潮！珍プレー・好プレーも続出。これは一見の価値あり。皆

さんも水着を持ってサザンビーチへお越しください。

▼と　き＝▽大会１日目・７月１３日(土)午前８：３０～

（開会式・予選チームリーグ戦）

▽大会２日目・７月１４日(日)午前９：００～

（決勝トーナメント、女子の部、小・中学生の部、

表彰・閉会式）

▼ところ＝泉南市サザンビーチ

▼その他＝ビーチサッカーを観戦しながら海水浴も楽しむこ　

とができます。

関西国際空港、りんくうタウン

の歴史とともに、すっかり夏の風

物詩となった『つばさのまちフェ

スタ』も８年目を迎えました。泉

南市・泉佐野市・田尻町の２市１

町では、今年もりんくうタウン全

域で『つばさのまちフェスタ２０

０２』を開催します。

毎年、熱戦が繰り広げられる

「ビーチサッカーＩＮサザンビー

チ」や大輪の花火がりんくうタウ

ンの夜空を焦がす「りんくう花火

の祭典」などビッグなイベントの

オンパレード。さあ、ご家族やお

友だち、みんな一緒にりんくうタ

ウンへ大集合！　　

▼問合せ＝つばさのまちフェスタ

実行委員会事務局（０６－６３４

３－４９２２）

つばさのまちフェスタのファ

イナルイベント。りんくうタウ

ンのウォーターフロントを舞台

に、豪快で一気に打ち上がる連

続花火がりんくうタウンを華や

かに彩ります。

▼と　き＝７月２８日(日)午後８

時１０分頃～午後８時４０分頃

（荒天の場合は７月２９日(月)に

順延します）

▼ところ＝泉南市サザンビーチ

周辺及び田尻町・泉佐野市マー

ブルビーチ周辺

▼注　意＝当日、打ち上げ場所

周辺は、立ち入り禁止区域とな

ります。また、りんくうタウン

周辺の道路は大混雑が予想され

ますのでご注意ください。

りんくう花火の祭典

ビーチサッカー　IN サザンビーチ

▲珍プレー・好プレーの連続

７月28日(日)午後８時10分～打ち上げ！

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
人権ふれあいセンター
総合福祉センター
（あいぴあ泉南）
埋蔵文化財センター
（古代史博物館）

85－0119
82－6551
83－5875
82－7615
82－1000
82－7767
82－7766
84－3500
83－4361
83－9314
83－9264
83－9270
83－6447

85－0707

83－6789

記事中の問い合わせ

内線番号が書かれたものは、

市役所（83－0001）へ

その他については、下記へ
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□こどもを育て、

未来につなげたい‥ …1

□つばさのまちフェスタ

２００２ …2～3

□情報ＢＯＸ …4～9

□information（お知らせ）

…10～17

□人権シリーズ …18～19

□健康コーナー …20～21

□まちかどスナップ

…22～23

□ふるさと歴史紀行 …24

泉南市の人口（５月末現在）
人口‥‥‥‥65,213人
男‥‥‥31,829人
女‥‥‥33,384人

世帯数‥‥22,977世帯

今年で２７回目となる泉佐野郷

土芸能の集いは、つばさのまちフ

ェスタに組み入れ、りんくう花火

の祭典と同時開催します。各種団

体による模擬店の出展で郷土色を

パワーアップ。仮装踊り大会の賞

品も、ハワイ旅行ペアご招待など

グレードアップ！豪快で華麗な花

火をバックに、みんなで踊りまし

ょう。

▼と　き＝７月２８日(日)午後６

時～１０時（荒天の場合は７月２９日

(月)に順延します）

▼ところ＝りんくうパパライベント広場

▼内容（予定）＝▽吹奏楽演奏（府立佐

野高校吹奏楽部）▽バトン演技（南大阪

フライングチーム）▽泉州長持唄▽横山

音頭▽五社音頭▽さんや踊り▽佐野くど

き（仮装踊り大会※ハワイ旅行ペアご招

待他豪華賞品あり）

▼仮装踊り申込み方法＝７月１９日(金)

（必着）までに、官製ハガキに住所、氏

名、年齢、性別、電話番号、仮装の名称

を明記の上、〒598－8550泉佐野市市場

東１－２９５－３・泉佐野市観光協会仮

装踊り大会係へ（参加証を発送します）。

なお、応募者多数の場合は抽選します。

▼問合せ＝泉佐野市観光協会（(63)１２

１２）

日本を代表するリリックテノール歌

手・五郎部俊朗
ごろうべとしろう

を中心に、松村英臣
まつむらひでおみ

（ピ

アノ）、住吉
すみよし

のりこ（バイオリン）が共

演する、子どもからお年寄りまで楽しめ

るクラシックコンサートです。

▼と　き＝７月２１日(日)午後５時～

▼ところ＝田尻町・田尻町立公民館（南

海・吉見ノ里駅下車徒歩１０分）

▼内　容＝日本の懐かしい歌を中心に世

界の名曲の数々で構成。前日（７月２０

日）の「海の日」にちなみ、「海」をテ

ーマにしたコーナーもあります。

▼プログラム＝▽ゴンドラの唄、出船の

港、砂山（中山晋平）▽花言葉の歌（池

田不二男）▽蘇州夜曲（服部良一）▽と

もしび（ロシア民謡）▽帰れソレントへ

（デ・クルティス）▽オ・ソーレ・ミー

オ（ディ・カプア）他

▼入場料＝無料※但し、入場整理券（１

枚につき２人まで入場可）が必要です。

▼定　員＝１５０組で３００人（多数の

場合は抽選）

▼申込み＝７月８日(月)（必着）までに、

往復ハガキに郵便番号、住所、氏名、年

齢、電話番号を明記し、〒530－8276・

大阪市北区梅田２－４－９・産経新聞社

事業局内「つばさのまちフェスタ事務局」

クラシックコンサート係まで。

▼問合せ＝つばさのまちフェスタ事務局

（０６－６３４３－４９２２）

ＴＡＪＩＲＩ クラシックコンサート

第２７回泉佐野郷土芸能の集い

つばさのまちフフェェススタタ２２００００２２！！



し
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
内
容
・
対
象
＝
七
月
十

三
日(

土)

▽
ち
い
さ
い
こ
の
じ
か
ん

（
午
後
二
時
半
〜
三
時
で
四
歳
以
上

小
学
二
年
生
以
下
）
▽
お
お
き
い

こ
の
じ
か
ん
（
午
後
三
時
〜
三
時

半
で
小
学
二
年
生
以
上
▼
と
こ

ろ
＝
図
書
館
二
階
視
聴
覚
室
▼
定

員
＝
各
回
先
着
四
十
人
（
途
中
か

ら
の
出
入
り
は
不
可
）
▼
費
用
＝

無
料
▼
そ
の
他
＝
第
一
土
曜
日
の

午
後
二
時
半
〜
三
時
半
、
同
場
所

に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

に
よ
る
紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
（
〇

歳
か
ら
入
場
で
き
ま
す
。
申
込
み

は
不
要
）
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委

員
会
で
は
、
私
た
ち
の
野
鳥
観
察

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
十
三
日(

土)

午
前
九

時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
内
の
野

鳥
観
察
ス
ポ
ッ
ト
▼
対
象
＝
市
内

の
小
・
中
学
生
▼
定
員
＝
三
十
人

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
社
交
ダ
ン
ス
協
会
で
は
、

社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
（
定
例

会
）
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
一
日(

日)

午
後

六
時
〜
八
時
四
十
五
分
▼
と
こ

ろ
＝
市
民
体
育
館
▼
参
加
費
＝
五

〇
〇
円
▼
そ
の
他
＝
▽
上
履
靴

（
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
）、
女
性
の
方

は
ヒ
ー
ル
カ
バ
ー
を
着
用
く
だ
さ

い
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内

線
247
）

シ
ャ
ボ
ン
玉
と
一
緒
に
夢
と
笑

顔
を
飛
ば
し
ち
ゃ
お
う
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
二
日(

月)

午
前

十
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
俵
池

た
わ
ら
い
け

公

園
▼
参
加
費
＝
▽
泉
南
お
や
こ
劇

場
会
員
一
人
五
〇
円
▽
会
員
以
外

の
方
一
人
一
〇
〇
円
（
三
歳
未
満

は
無
料
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

泉
南
お
や
こ
劇
場
事
務
局
（
(83)
２

０
９
０
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
収

益
金
は
、
市
町
村
の
住
み
良
い
ま

ち
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

▼
賞
金
＝
▽
一
等
前
後
賞
合
わ
せ

て
三
億
円
（
一
等
二
億
円
は
四
三

本
、
前
後
賞
各
五
〇
〇
〇
万
円
）

▽
二
等
一
億
円
は
一
二
九
本
他
▼

発
売
期
間
＝
七
月
二
十
二
日(

月)

〜

八
月
九
日(

金)

▼
そ
の
他
＝
宝
く
じ

は
大
阪
府
内
の
宝
く
じ
売
場
で
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

(

財)

大
阪
府
市
町
村
振
興
協
会

（
06
・
６
９
２
０
・
４
５
６
６
）

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
七
日(

土)

、
八

月
三
日(

土)

、
十
日(

土)

の
各
日
午

後
一
時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内

の
小
学
二
・
三
年
生
▼
募
集
人

員
＝
二
十
人
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込

み
＝
七
月
二
十
二
日(

月)

（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
パ
ソ
コ

ン
教
室
参
加
希
望
、
参
加
者
・
保

護
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
・
組
を
記
入
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽

井
八
の
一
三
の
一
八
・
泉
南
市
立

青
少
年
セ
ン
タ
ー
ま
で
▼
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
に
樽
井
公
民
館
の
一
室

を
自
習
室
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

▼
開
放
期
間
＝
七
月
二
十
四
日(

水)

〜
九
月
一
日(

日)

の
午
前
九
時
半
〜

午
後
五
時
（
月
曜
日
は
午
前
十
一

時
四
十
五
分
、
火
曜
日
は
休
館
）

▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
・
一
階

中
会
議
室
（
変
更
あ
り
、
利
用
案

内
板
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
▼
対

象
＝
ル
ー
ル
を
守
っ
て
利
用
で
き

る
人
▼
そ
の
他
＝
利
用
時
に
記
録

簿
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
く
だ
さ

い
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館
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社
交
ダ
ン
ス
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

シ
ャ
ボ
ン
玉
で

み
ん
な
遊
ぼ
う
！

野
鳥
観
察
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

が
発
売
さ
れ
ま
す

パ
ソ
コ
ン
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

夏
休
み
に
自
習
室
を

一
般
開
放
し
ま
す

関西国際空港に離発着する飛行機を眺め

ながら海水浴がたのしめるサザンビーチが

６月30日(日)にオープンしました。昨年も

花火大会やビーチサッカー大会など様々な

イベントが行われ、11万人を超える海水浴

客でにぎわいました。今年もサザンビーチ

は2,500台駐車可能な大駐車場をはじめ、売

店、更衣室、シャワー室、水洗トイレなど

の施設を用意して、皆さまのお越しをお待

ちしています。

▼開設期間＝６月30日(日)～８月31日(土)

▼開設時間＝▽平日は午前９時～午後５時

▽土日祝日は午前８時30分～午後６時

▼駐車料金＝▽自二車・原付（200円）▽

軽・普通自動車（1 , 0 0 0円）▽大型車

（3,000円）

▼更衣室・シャワー室料金（兼用）＝▽大

人（400円）▽子供（200円）

▼問合せ＝樽井漁業組合（(83)５５１９）

古
代
史
博
物
館
ロ
ビ
ー
に
大
き

な
七
夕
さ
さ
を
飾
り
ま
す
。
願
い

ご
と
を
短
冊
に
書
い
て
、
お
星
さ

ま
に
か
な
え
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
七
月
七
日(

日)

ま
で
▼
と

こ
ろ
＝
古
代
史
博
物
館
ロ
ビ
ー
▼

入
場
料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
事
前

申
込
み
は
不
要
▼
問
合
せ
＝
古
代

史
博
物
館

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委

員
会
で
は
、
お
話
し
や
紙
芝
居
な

ど
の
た
の
し
い
読
書
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
開
催
日
＝
一
、
七
月
三
日(

水)

二
、

七
月
二
十
七
日(

土)

三
、
八
月
七
日

(

水)

▼
時
間
＝
一
、
三
、
午
後
四
時

〜
四
時
半
二
、
午
前
十
一
時
〜
十

一
時
五
十
分
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
小
学
生
以
下

の
児
童
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝

五
十
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
資
格
＝
昭
和
四
十
二
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日

に
生
ま
れ
、
ク
ロ
ー
ル
で
一
〇
〇

�
を
二
分
以
内
で
泳
ぐ
こ
と
が
で

き
る
方
（
学
生
は
不
可
）
▼
募
集

人
員
＝
若
干
名
▼
勤
務
日
時
＝
水

曜
日
〜
日
曜
日
の
一
、
午
前
九
時

〜
午
後
二
時
二
、
午
後
二
時
〜
八

時
▼
賃
金
＝
時
給
八
三
〇
円
▼
申

込
み
＝
七
月
三
日(

水)

〜
二
十
八
日

(

日)

の
期
間
に
申
込
み
用
紙
（
七
月

三
日(

水)

か
ら
温
水
プ
ー
ル
で
配

付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

温
水
プ
ー
ル
ま
で
（
休
館
日
は
除

く
）
▼
問
合
せ
＝
サ
ン
エ
ス
温
水

プ
ー
ル
（
(84)
２
６
２
７
）

▼
と
き
＝
七
月
三
日(

水)

〜
三
十
一

日(

水)

の
毎
週
▽
水
曜
日
は
午
後
五

時
〜
七
時
▽
金
曜
日
は
午
後
四
時

〜
六
時
▽
土
曜
日
は
午
前
十
時
〜

正
午
（
七
月
二
十
日(

土)

、
二
十
七

日(

土)

は
あ
り
ま
せ
ん
）
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝

市
内
の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護

者
▼
募
集
人
員
＝
二
十
人
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
使
用
す
る

日
に
直
接
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼

問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
七
月
十
一
日(

木)

午
後
二

時
〜
四
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市

商
工
会
会
議
室
（
樽
井
区
民
セ
ン

タ
ー
内
）
▼
内
容
＝
経
営
戦
略
策

定
か
ら
情
報
シ
ス
テ
ム
稼
働
後
の

Ｉ
Ｔ
と
経
営
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ま

で
、
経
営
活
動
に
お
け
る
専
門
的

な
相
談
に
応
じ
ま
す
▼
相
談
員
＝

小
川
敏
治

お
が
わ
と
し
は
る

さ
ん
（
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
お
電
話
で
泉
南

市
商
工
会
（
(83)
６
３
６
５
）

小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
今
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
遊
び
を
通
し
て
、

楽
し
く
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
毎
月
第
二
木
曜
日
の
午

前
中
（
七
月
十
一
日(

木)

午
前
十
時

〜
正
午
）
▼
と
こ
ろ
＝
男
里
川
河

口
付
近
▼
内
容
＝
男
里
川
の
清
掃

と
カ
ニ
の
観
察
▼
そ
の
他
＝
携
行

品
等
詳
細
に
つ
い
て
は
樽
井
公
民

館
ま
で
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

泉
州
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ン
テ
ス

ト
実
行
委
員
会
で
は
、
第
六
回
泉

州
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ン
テ
ス
ト
〜

ロ
ッ
ク
バ
ト
ル
ｉ
ｎ
　
Ｓ
ｅ
ｎ
ｓ

ｙ
ｕ
〜
・
予
選
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
十
三
日(

土)

午
後
一

時
半
開
場
、
二
時
開
演
▼
と
こ

ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼
内
容
＝
泉
州

か
ら
明
日
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を

発
掘
す
る
た
め
、
岸
和
田
市
以
南

の
公
共
五
ホ
ー
ル
が
共
同
で
開
催

す
る
コ
ン
テ
ス
ト
▼
入
場
料
＝
無

料
▼
申
込
み
＝
事
前
申
込
み
は
不

要
▼
問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

�
大
阪
府
建
築
士
会
・
建
築
士

の
会
「
い
ず
み
野
」
で
は
、
七
月

一
日
（
建
築
士
の
日
）
の
記
念
事

業
と
し
て
、
紀
州
街
道
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
・
パ
ー
ト
�
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
十
三
日(

土)

午
前
九

時
半
〜
十
一
時
半
（
雨
天
決
行
）

▼
集
合
場
所
＝
貝
塚
願
泉
寺

が
ん
せ
ん
じ

（
南

海
貝
塚
駅
下
車
、
北
へ
徒
歩
五
分
）

▼
コ
ー
ス
＝
貝
塚
市
寺
内
町
周
辺

▼
案
内
人
＝
前
田
浩
一

ま
え
だ
こ
う
い
ち

さ
ん
（
貝

塚
ま
ち
づ
く
り
本
舗
）
▼
定
員
＝

三
十
人
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇
〇
円

▼
問
合
せ
＝
▽
�
大
阪
府
建
築
士

会
（
０
６
・
６
９
４
７
・
１
９
６

１
）
▽
都
市
計
画
課
（
内
線
571
）

毎
月
第
二
土
曜
日
は
、
お
は
な

し
ひ
ろ
ば
の
日
！
ろ
う
そ
く
を
と

も
し
て
、
い
ろ
ん
な
昔
話
を
語
り

ま
す
。
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、

お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
お
は
な

泉
南
市
商
工
会

Ｉ
Ｔ
相
談
会

友
だ
ち
・
家
族
と

卓
球
を
楽
し
も
う
！

サ
ン
エ
ス
温
水
プ
ー
ル

監
視
員
を
募
集
し
ま
す

4

古
代
史
博
物
館

七
夕
さ
さ
か
ざ
り

た
の
し
い
な
読
書
会

を
開
催
し
ま
す

図
書
館
・
土
曜
お
は

な
し
ひ
ろ
ば

親
と
子
の
広
場
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
州
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

コ
ン
テ
ス
ト
・
予
選
会

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
古代史博物館
青少年センター

83－0001
82－7766
82－1000
83－4361
82－7767
83－6789
84－3500

紀
州
街
道
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
・
パ
ー
ト
�



五
〇
〇
円
▼
申
込
み
＝
七
月
十
九

日(

金)

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
に
龍
神
村
キ
ャ
ン
プ
参
加
希
望
、

参
加
者
・
保
護
者
の
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
・
組

を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五

二
一
・
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三
の

一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問

合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
八
月
三
日(

土)

午
後
一
時

〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
府
立
砂
川

厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
講
師
＝

北
野
満
喜
代

き

た

の

ま

き

よ

さ
ん
▼
定
員
＝
二
十

人
▼
参
加
費
＝
▽
大
人
一
五
〇
〇

円
▽
こ
ど
も
一
〇
〇
〇
円
▼
申
込

み
＝
七
月
二
十
六
日(

金)

（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
二
五
泉
南
市
馬

場
三
丁
目
一
五
六
六
・
府
立
砂
川

厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ
ん
ご
う
寮

陶
芸
教
室
ま
で
▼
問
合
せ
＝
同
セ

ン
タ
ー
（
(82)
２
８
８
２
）

心
に
残
る
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
演
奏
し
よ
う
！

▼
と
き
＝
九
月
二
十
二
日(

日)

午
後

二
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民

館
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
対
象
＝
ア
コ

ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
、
ピ
ア
ノ

（
キ
ー
ボ
ー
ド
）
等
の
伴
奏
や
ア
カ

ペ
ラ
で
演
奏
で
き
る
曲
を
演
奏
す

る
グ
ル
ー
プ
・
個
人
（
一
組
の
持

ち
時
間
は
十
分
〜
十
五
分
）
▼
参

加
費
＝
無
料
※
但
し
、
ピ
ア
ノ
以

外
の
演
奏
に
係
る
費
用
・
機
材
は

自
己
負
担
▼
申
込
み
＝
七
月
三
十

一
日(

水)

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
（
一
枚
に
つ
き
一
組
）
に

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢
、

フ
ォ
ー
ク
希
望
と
明
記
の
上
、
〒

五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井

六
の
一
一
の
一
六
・
樽
井
公
民

館
・
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
コ
ン
サ
ー

ト
係
へ
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

障
害
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
第
十
九
回
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
ま
す
。
プ
ー
ル
遊
び
や

回
転
寿
司
、
ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
リ
ャ

等
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
宿

泊
も
受
付
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
の
遊
び
相
手
と
な
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
も
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
▽
一
、
八
月
三
日(

土)

午

後
一
時
〜
八
月
四
日(

日)

▽
二
、
八

月
六
日(

火)

午
前
十
時
〜
正
午
▼
と

こ
ろ
＝
▽
一
、
は
泉
南
中
学
校
プ

ー
ル
、
デ
イ
セ
ン
タ
ー
せ
ん
な
ん

▽
二
、
は
サ
ン
エ
ス
温
水
プ
ー
ル

▼
申
込
み
＝
▽
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

参
加
希
望
者
は
七
月
十
五
日(

月)

ま

で
に
デ
イ
セ
ン
タ
ー
せ
ん
な
ん
へ

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
は
泉
南

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
▼
問
合

せ
＝
デ
イ
セ
ン
タ
ー
せ
ん
な
ん

（
(83)
３
０
８
２
）
・
泉
南
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
(82)
１
０
２
７
）

歴
史
た
ん
け
ん
隊
は
、
発
掘
調

査
整
理
作
業
の
体
験
や
海
会
寺
跡

広
場
で
の
火
お
こ
し
や
楽
し
い
ク

イ
ズ
。
星
空
た
ん
け
ん
隊
は
、
星

に
ま
つ
わ
る
物
語
の
紙
芝
居
や
海

会
寺
広
場
で
夏
の
星
座
を
観
賞
し

ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
四
日(

日)

▽
歴
史
た

ん
け
ん
隊
は
午
前
十
時
〜
午
後
四

時
▽
星
空
た
ん
け
ん
隊
は
午
後
七

時
半
〜
九
時
▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史

博
物
館
、
史
跡
海
会
寺
跡
広
場
▼

対
象
＝
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
（
大
人
だ
け
の
参
加
も
可
）
※

星
空
た
ん
け
ん
隊
に
つ
い
て
は
、

小
学
四
年
生
以
下
の
方
は
保
護
者

同
伴
の
こ
と
▼
定
員
＝
二
十
人

（
先
着
順
）
▼
費
用
＝
四
五
〇
円

（
保
険
代
）
▼
申
込
み
＝
七
月
二
日

(

火)

以
降
に
直
接
、
古
代
史
博
物
館

7

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

に
出
演
し
ま
せ
ん
か

砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー

府
民
親
子
陶
芸
教
室

泉南市・泉南市教育委員会では、パソコン・インターネ
ット初心者の方（高齢者及び障害者を優先）を対象にした、
ＩＴ講習を開催します。
▼講習番号・とき・ところ＝次表のとおり▽Ａ－７、Ｂ－
７、Ｃ－７、Ｄ－７、Ｆ－３、Ｆ－４は高齢者（65歳以上）
優先の講習▽Ａ－８、Ｂ－８、Ｃ－８、Ｄ－８は障害者優
先の講習▼対象＝府内在住の満20歳以上のパソコン初心者
（高齢者及び障害者を優先）▼講習内
容＝▽パソコンの基本操作・文書作
成、インターネット及びＥメールに関
する基礎技能▽１講習は全12時間▼参
加費＝無料▼定員＝各20人▼申込み＝
７月31日(水)（必着）までに、往復ハ
ガキの往信に一、希望する講習番号
（第２希望まで）二、氏名（ふりがな）
三、生年月日四、住所五、電話・ファ
クス番号六、パソコン経験の有無七、
障害者の方は、障害の部位と身体障害

者手帳の等級。返信にはご自分の宛名を明記の上、〒590－
0521泉南市樽井６丁目11－16・樽井公民館ＩＴ講習係まで。
８月14日(水)以降に詳細を連絡します※講習は高齢者及び障
害者を優先しますが、定員に満たない場合、一般の方も受
講できます▼その他＝▽再受講の場合は、「再受講」と明記
してください▽キャンセルによる追加募集も行っています
▼問合せ＝樽井公民館（(83)４３６１・fax(83)４３８０）

Ａ－７ 
Ａ－８ 
Ｂ－７ 
Ｂ－８ 
Ｃ－７ 
Ｃ－８ 
Ｄ－７ 
Ｄ－８ 
Ｆ－３ 
Ｆ－４ 

９月７日�、８日� 
９月７日�、８日�、14日�、15日� 

９月14日�、15日� 
９月７日�、８日� 

９月７日�、８日� 
９月14日�、15日� 
９月３日�、４日�、５日�、６日� 
９月10日�、11日�、12日�、13日� 

午前10時～午後５時 
午後６時～午後９時 

９月７日�、８日�、14日�、15日� 午後６時～午後９時 

９月７日�、８日�、14日�、15日� 午後６時～午後９時 

午前10時～午後５時 
午前10時～午後５時 

午前10時～午後５時 
午前10時～午後５時 
午後１時～午後４時 
午後１時～午後４時 

樽井公民館 

信達公民館 

新家公民館 

西信達公民館 

埋蔵文化財 
センター 

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

夕
涼
み
会

せ
ん
な
ん
歴
史
と

星
空
た
ん
け
ん
隊

6

暑
〜
い
夏
に
、
冷
た
い
ド
ラ
イ

ア
イ
ス
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
＝
一
、
七
月
二

十
四
日(

水)

午
前
十
時
〜
正
午
（
新

家
公
民
館
）
二
、
七
月
二
十
五
日

(

木)

午
前
十
時
〜
正
午
（
樽
井
公
民

館
）
三
、
七
月
二
十
五
日(

木)

午
後

二
時
〜
四
時
（
信
達
公
民
館
）
▼

対
象
＝
小
学
三
年
生
（
保
護
者
の

見
学
も
可
）
▼
定
員
＝
各
三
十
人

▼
参
加
費
＝
一
人
一
〇
〇
円
（
教

材
費
）
▼
申
込
み
＝
七
月
十
一
日

(

木)

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
の
往
信
に
希
望
場
所
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
学
校
名
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
。
返
信
に
ご
自
分
の
宛
名

を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五

二
一
・
泉
南
市
樽
井
六
の
一
一
の

一
六
・
樽
井
公
民
館
・
わ
く
わ
く

科
学
教
室
係
へ
▼
問
合
せ
＝
樽
井

公
民
館

泉
南
市
文
化
協
会
で
は
、
第
十

回
泉
南
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
丹
精
込
め
た
個
性
豊
か
な
作
品

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
六
日(

金)

〜
二

十
八
日(

日)

の
各
日
午
前
十
時
〜
午

後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル

展
示
室
▼
内
容
＝
写
真
、
書
道
、

人
形
、
手
芸
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー

▼
入
場
料
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
文

化
ホ
ー
ル

▼
と
き
＝
七
月
二
十
七
日(

土)

午
後

六
時
半
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
貝
塚
コ

ス
モ
ス
シ
ア
タ
ー
▼
内
容
＝
ト
リ

ッ
ク
・
ス
タ
ー
社
の
ザ
・
ニ
ュ
ー

ス
ペ
ー
パ
ー
ミ
ニ
バ
ー
ジ
ョ
ン

（
あ
な
た
の
脳
を
笑
わ
せ
る
知
的
笑

い
が
満
載
）
▼
参
加
費
＝
会
員
制

で
月
額
一
〇
〇
〇
円
・
四
歳
未
満

は
無
料
▼
問
合
せ
＝
泉
南
お
や
こ

劇
場
事
務
局
（
(83)
２
９
０
９
）

海
外
旅
行
や
国
際
交
流
に
興
味

は
あ
る
が
、
英
会
話
が
ち
ょ
っ
と

‥
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
平
和
と
国
際

交
流
推
進
チ
ー
ム
で
は
、
熟
年
の

方
を
対
象
に
英
会
話
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
〜
十
一
月
の
第
二
、

四
金
曜
日
（
第
一
回
目
は
七
月
二

十
六
日(

金)

）
各
午
後
一
時
半
〜
午

後
三
時
（
全
八
回
）
▼
と
こ
ろ
＝

信
達
公
民
館
▼
内
容
＝
は
じ
め
て

の
英
会
話
▼
参
加
費
＝
二
〇
〇
〇

円
▼
定
員
＝
二
十
人
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
応
募
資
格
＝
五
十

歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▼
申
込
み
＝
七
月
十
二
日(

金)

（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
九

二
・
泉
南
市
樽
井
一
の
一
の
一
・

泉
南
市
役
所
政
策
推
進
課
へ
▼
問

合
せ
＝
政
策
推
進
課
（
内
線
287
）

子
ど
も
に
本
な
ど
を
読
み
聞
か

せ
た
い
方
、
紙
芝
居
や
人
形
劇
を

始
め
て
み
た
い
方
、
一
緒
に
学
び

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
七
日(

土)

午
前

十
時
〜
十
一
時
五
十
分
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝

十
八
歳
以
上
の
方
▼
定
員
＝
十
五

人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

今
年
は
、
大
き
い
子
も
小
さ
い

子
も
楽
し
め
る
「
テ
ー
ブ
ル
よ

ご
ち
そ
う
を
！
」（
人
形
ア
ニ
メ
）

と
「
フ
ォ
ッ
ク
ス
ウ
ッ
ド
物
語
〜

す
ば
ら
し
い
勝
利
〜
」
の
ア
ニ
メ

二
本
立
で
す
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
七
日(

土)

一
、

午
前
の
部
は
午
前
十
時
〜
十
一
時

三
十
五
分
二
、
午
後
の
部
は
午
後

二
時
半
〜
四
時
五
分
（
▽
入
場
で

き
る
時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
開
始
時

間
ま
で
の
十
五
分
間
で
す
▽
午
前
、

午
後
と
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
同
じ
）

▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼
対

象
＝
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼
入

場
料
＝
無
料
（
入
場
整
理
券
が
必

要
）
▼
定
員
＝
一
、
二
、
各
五
〇

六
人
（
先
着
順
）
▼
申
込
み
＝
入

場
整
理
券
の
配
布
は
七
月
十
三
日

(

土)

午
前
十
時
よ
り
図
書
館
一
階
で

▼
問
合
せ
＝
図
書
館

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養

成
講
座
�
〜
平
野
郷

ひ
ら
の
ご
う

を
歩
く
〜
を

開
催
し
ま
す
。
文
化
・
歴
史
の
ま

ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
八
日(

日)

午
後

〇
時
半
〜
四
時
（
毎
月
第
四
土
曜

日
に
開
催
）
▼
と
こ
ろ
＝
Ｊ
Ｒ
大

和
路
線
平
野
駅
改
札
口
集
合
・
解

散
▼
内
容
＝
平
野
ま
ち
ぐ
る
み
博

物
館
め
ぐ
り
▼
参
加
費
＝
無
料

（
集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費
は
各
自

負
担
）
▼
申
込
み
＝
事
前
申
込
み

は
不
要
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

昔
の
人
々
が
使
っ
て
い
た
土
器

を
、
当
時
の
方
法
で
作
ろ
う
。

▼
と
き
＝
一
、
七
月
二
十
八
日(

日)

（
土
器
の
成
形
）
二
、
八
月
十
八
日

(

日)

（
土
器
の
焼
成
）
※
八
月
十
八

日
が
雨
天
の
場
合
、
八
月
二
十
五

日(

日)

に
延
期
▼
と
こ
ろ
＝
一
、
古

代
史
博
物
館
二
、
青
少
年
の
森
▼

対
象
＝
参
加
者
の
い
ず
れ
か
が
市

内
在
住
、
在
学
、
在
勤
の
人
▼
定

員
＝
十
組
（
先
着
順
）
▼
参
加

費
＝
一
〇
八
〇
円
（
保
険
・
粘
土

代
）
▼
申
込
み
＝
七
月
二
日(

火)

以

降
に
直
接
、
古
代
史
博
物
館
ま
で

▼
問
合
せ
＝
古
代
史
博
物
館

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委

員
会
の
キ
ャ
ン
プ
で
林
業
や
カ
ヌ

ー
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
七
月
三
十
日(

火)

〜
八
月

一
日(

木)

▼
と
こ
ろ
＝
龍
神
村
▼
対

象
＝
市
内
の
小
学
四
年
〜
中
学
三

年
生
▼
定
員
＝
三
十
五
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
六

熟
年
英
会
話
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
養
成
講
座
�

夏
休
み
親
子

土
器
づ
く
り
教
室

読
書
会
に
参
加
し
ま

せ
ん
か

泉
南
お
や
こ
劇
場
・
第

七
十
六
回
高
学
年
例
会

図
書
館

夏
休
み
映
画
会

龍
神
村
体
験
キ
ャ
ン
プ

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

夏
休
み
わ
く
わ
く
科
学
教
室

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
で
遊
ぼ
う
！



ッ
ト
▼
問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

▼
保
育
所
・
開
放
日
・
連
絡
先
＝

▽
一
、
信
達
保
育
所
・
七
月
九
日

(

火)

（
(83)
４
６
４
２
）
▽
二
、
樽
井

保
育
所
・
七
月
九
日(

火)

（
(82)
０
０

７
４
）
▽
三
、
浜
保
育
所
・
七
月

十
六
日(

火)

（
(84)
２
６
６
０
）
▽
四
、

鳴
滝
第
一
保
育
所
・
七
月
十
六
日

(

火)

（
(83)
４
０
４
１
）
▼
開
放
時

間
＝
▽
一
、
三
、
は
午
前
十
時
〜

十
一
時
半
▼
二
、
四
、
は
午
前
九

時
半
〜
十
一
時
▼
問
合
せ
＝
児
童

福
祉
課
（
内
線
281
）

▼
受
験
資
格
＝
医
師
、
看
護
師
、

介
護
福
祉
士
等
で
保
健
、
医
療
、

福
祉
の
各
分
野
で
五
年
又
は
十
年

の
実
務
経
験
を
有
す
る
方
▼
試
験

要
領
（
受
験
申
込
書
）
の
配
付
＝

七
月
十
一
日(

木)

〜
八
月
十
三
日

(

火)

に
府
民
情
報
プ
ラ
ザ
、
府
民
健

康
プ
ラ
ザ
、
市
役
所
介
護
保
険
課

で
配
付
▼
受
付
期
間
＝
七
月
三
十

日(

火)

〜
八
月
十
三
日(

火)

▼
試
験

日
＝
十
月
二
十
七
日(

日)

▼
問
合

せ
＝(

財)

大
阪
府
地
域
福
祉
推
進
財

団
試
験
係
（
０
６
・
６
７
６
３
・

８０４４
）
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大
阪
府
介
護
支
援
専
門

員
実
務
研
修
受
講
試
験

市
立
保
育
所
の
所
庭

を
一
般
開
放
し
ま
す

市内12カ所のプールを一般開放します

▼プールの一般開放日程＝下表
を参照してください。●印が一
般開放日です。
▼プール利用上の注意＝▽入場
制限をする場合があります▽プ
ールの行き帰りには交通安全に
気をつけましょう▽貴重品や必
要以外のお金、飲食物は持って
こないでください▽身体の調子
の悪い人、病気（目、耳、鼻な
ど）の人はお医者さんに相談し
ましょう▽プールでは係の人の
指示に従いましょう▽水中メガ

ネの着用は認めますが、ガラス
製のものは禁止します▽今年も
学校プールの開放は午後のみと
なります。但し、市営プールに
ついては午前の開放もあります。
▼遊泳時間＝右表を参照してく
ださい。
▼利用料金＝大人は100円、小人
は50円（中学生以下）
▼お知らせ＝▽市営プールにつ
いては毎週火曜日、学校プール
については毎週日曜日を定休日
とします▽ろ過機点検のため、

市営プール及び学校プールは８
月12日(月)～16日(金)はお休みで
す。
▼プールの電話番号＝▽市営プ
ール（(82)１０５５）▽泉南中
プール（(83)４１８０）▽鳴滝
プール（(83)００４９）▽砂川
小プール（(82)１６３３）▽新
家小プール（(83)７９７８）▽

新家東小プール（(82)０２０９）
▽樽井小プール（(83)７９２３）
▽西信達中プール（(82)１５７
８）▽信達小プール（(83)８４
６９）▽雄信小プール（(83)７
５３１）▽東小プール（(85)２
０２９）▽一丘小プール（(85)
１９９３）
▼問合せ＝教育総務課（(83)０

水に親しむ季節がやってきました。プールを活用して楽しい夏
にしましょう。鳴滝プールには、障害者の方々にもご利用いただ
けるよう車イス用スロープ等を設置しています。
プールを利用する場合は、ルールを守ってご利用ください。な

お、新家小プール、一丘小プールには幼児用プールが設置されて
いませんので、乳幼児の利用はできません。

午前の部 午後の部 
９：00～９：15
９：15～９：20
９：20～９：45
９：45～９：55
９：55～10：20
10：20～10：30
10：30～11：30
11：00～11：10
11：10～11：40

13：00～13：25
13：25～13：30
13：30～14：00
14：00～14：10
14：10～14：40
14：40～14：50
14：50～15：20
15：20～15：30
15：30～16：00
16：00～16：10
16：10～16：40

受付・準備 

１回目遊泳 

２回目遊泳 

３回目遊泳 

４回目遊泳 

５回目遊泳 

　休　憩 

　休　憩 

　休　憩 

　休　憩 

準 備 体 操  

開放日 

プール名 

217／20 2223242526

土 日 月 火 水 木 

27

金 

2829 31 2

土 日 

30

月 火 

8／1

水 木 

3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819202122232425262728293031

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 土 日 月 火 水 木 金 

市　　営 

泉 南 中  
鳴　　滝 
砂 川 小  

樽 井 小  

新 家 小  
新家東小 

西信達中 
信 達 小  
雄 信 小  
東　　小 
一 丘 小  

午 
　前 
午 
　後 
午 
　後 
午 
　後 
午 
　後 
午 
　後 
午 
　後 
午 
　後 
午 
　後 
午 
　後 
午 
　後 
午 
　後 
午 
　後 

※
お
盆
休
業
（
プ
ー
ル
の
清
掃
及
び
ろ
過
機
の
点
検
） 

8

第
十
七
回
泉
南
市
吹
奏
楽
祭

「
せ
ん
な
ん
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
０
２
」
を
開
催
し
ま
す
。

出
演
者
全
員
に
よ
る
合
同
演
奏
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
四
日(

日)

午
後
一
時

半
開
場
、
二
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝

文
化
ホ
ー
ル
▼
出
演
＝
▽
市
内
中

学
校
吹
奏
楽
部
▽
泉
南
市
青
少
年

吹
奏
楽
団
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
問

合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
252
）

夏
休
み
は
ス
テ
キ
な
本
と
出
会

う
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
。
今
年
も
図

書
館
で
は
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成

し
ま
し
た
。
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
持

っ
て
図
書
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
＝
▽
夏
の
本
だ
な
２
０
０

２
（
小
学
生
向
け
）
▽
本
だ
な
か

ら
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
！
（
中
学
生
以
上

向
け
）
※
図
書
館
が
お
す
す
め
す

る
本
が
、
内
容
紹
介
付
き
で
た
く

さ
ん
載
っ
て
い
ま
す
▼
そ
の
他
＝

七
月
中
に
、
市
内
の
小
学
校
で
は

一
家
庭
に
一
部
ず
つ
、
中
学
校
で

は
各
人
に
配
付
す
る
予
定
で
す
▼

問
合
せ
＝
図
書
館

▼
と
き
＝
九
月
七
日(

土)

午
後
〇
時

半
開
場
、
一
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝

文
化
ホ
ー
ル
（
全
席
自
由
）
▼
出

演
者
＝
春
野
百
合
子

は

る

の

ゆ

り

こ

、
京
山
福
太

き
ょ
う
や
ま
ふ
く
た

郎ろ
う

、
真
山
広
若

ま
や
ま
ひ
ろ
わ
か

▼
入
場
料
＝
無
料

（
入
場
整
理
券
が
必
要
）
▼
定
員
＝

五
〇
六
人
（
先
着
順
）
▼
入
場
整

理
券
の
配
付
＝
八
月
一
日(

木)

か

ら
、
入
場
整
理
券
の
配
付
及
び
郵

便
で
の
受
付
を
開
始
一
、
入
場
整

理
券
の
配
付
は
図
書
館
二
階
事
務

所
（
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
）
で

行
い
ま
す
（
月
曜
日
は
除
く
）
二
、

郵
便
で
の
お
申
し
込
み
は
、
往
復

ハ
ガ
キ
（
一
枚
に
つ
き
一
人
）
に
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
五
泉

南
市
馬
場
一
の
二
の
一
・
泉
南
市

立
文
化
ホ
ー
ル
・
浪
曲
係
ま
で
▼

問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

障
害
が
あ
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
た
い
‥
そ
ん
な
方
の
た
め

に
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
初

心
者
も
大
歓
迎
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
五
日(

月)

午
前
十
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
サ
ン
エ
ス
温

水
プ
ー
ル
▼
対
象
＝
十
八
歳
以
上

の
障
害
者
（
介
助
が
必
要
な
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
）
▼
定
員
＝
十

人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参

加
費
＝
二
〇
〇
円
（
保
険
代
）
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
七
月
八
日(

月)

以
降
に
、
お
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
あ
い
ぴ
あ
泉
南
（
(85)
０
７
０

７
・
fax
(85)
０
９
０
９
）

古
い
民
家
を
利
用
し
た
宿
泊
施

設
で
一
泊
二
日
の
宿
泊
活
動
を
実

施
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
八
月
八
日(

木)

〜
九
日

(

金)

▼
と
こ
ろ
＝
和
歌
山
県
清
水
町

▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
一
〜
三
年

生
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
五
十

人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参

加
費
＝
一
人
に
つ
き
▽
子
ど
も
は

二
五
〇
〇
円
▽
大
人
は
三
七
〇
〇

円
（
保
険
代
含
む
）
▼
申
込
み
＝

七
月
二
十
五
日(

木)
（
必
着
）
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
清
水
町
体
験

キ
ャ
ン
プ
参
加
希
望
、
参
加
者
及

び
保
護
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
学
校
名
、
学
年
・
組
を
記

入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一

泉
南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・

泉
南
市
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
ま
で

▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
で
絵
を
描
い
た
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
遊
び
ま
せ
ん

か
。

▼
と
き
＝
一
、
八
月
八
日(

木)

、
九

日(

金)

の
午
前
九
時
〜
正
午
二
、
八

月
八
日(

木)

、
九
日(

金)

の
午
後
一

時
〜
四
時
三
、
八
月
二
十
二
日(

木)

、

二
十
三
日(

金)

の
午
前
九
時
〜
正
午

四
、
八
月
二
十
二
日(

木)

、
二
十
三

日(

金)

の
午
後
一
時
〜
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
樽
井
公
民
館
三
階
多
目
的
ホ

ー
ル
▼
定
員
＝
各
回
十
五
組
（
一

組
に
つ
き
一
回
）
▼
申
込
み
＝
お

電
話
で
樽
井
公
民
館
（
(83)
４
３
６

１
）
へ
▼
そ
の
他
＝
ご
家
族
同
伴

の
場
合
は
申
込
み
時
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
※
パ
ソ
コ
ン
は
一
組
に

つ
き
一
台
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民

館
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
本

語
教
室
に
参
加
す
る
青
少
年
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
の
午
後
六

時
〜
七
時
（
変
更
す
る
場
合
あ
り
）

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

内
容
＝
小
学
生
レ
ベ
ル
の
日
本
語

▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
以
前
外
国

に
暮
ら
し
て
い
た
青
少
年
及
び
外

国
人
の
子
ど
も
（
い
ず
れ
も
中
学

生
ま
で
）
▼
定
員
＝
二
十
人
（
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
費
用
＝
一

〇
〇
〇
円
程
度
▼
申
込
み
＝
七
月

十
六
日(

火)

（
必
着
）
ま
で
に
往
復

は
が
き
に
参
加
者
及
び
保
護
者
の

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
・
組
を
記
入
の
上
、
〒

五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井

八
の
一
三
の
一
八
・
泉
南
市
立
青

少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー

第
六
回
泉
州
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ

ン
テ
ス
ト
〜
ロ
ッ
ク
バ
ト
ル
ｉ
ｎ

Ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｙ
ｕ
〜
・
本
選
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
二
十
五
日(

日)

午
後

一
時
半
開
場
、
二
時
開
演
▼
と
こ

ろ
＝
岸
和
田
市
浪
切
ホ
ー
ル
（
全

席
自
由
）
▼
ゲ
ス
ト
＝
グ
ラ
ス
ネ

イ
シ
ョ
ン
▼
入
場
料
＝
▽
前
売
り

一
〇
〇
〇
円
▽
当
日
一
五
〇
〇
円

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
＝
七
月
六
日(

土)

よ
り
、
同
浪
切
ホ
ー
ル
、
貝
塚
市

コ
ス
モ
ス
シ
ア
タ
ー
、
泉
佐
野
市

泉
の
森
ホ
ー
ル
、
泉
南
市
立
文
化

ホ
ー
ル
、
阪
南
市
サ
ラ
ダ
ホ
ー
ル
、

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ

障
害
者
の
た
め
の

水
泳
教
室

宿
泊
活
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

夏
休
み
パ
ソ
コ
ン

ク
ラ
ブ
を
開
催
し
ま
す

日
本
語
を
は
じ
め
よ
う

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
州
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

コ
ン
テ
ス
ト
・
本
選
会

夏
の
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
発
行
し
ま
す

敬
老
月
間
恒
例
企
画

浪
曲
名
人
会

泉
南
市
吹
奏
楽
祭
を

開
催
し
ま
す



成
十
四
年
四
月
分
か
ら
減
免
さ
れ
ま
す
。

申
請
方
法
は
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

印
鑑
、
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
ま
た
は
領
収
書

を
持
参
の
上
、
水
道
部
業
務
課
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
水
道
部
業
務
課
（
(82)
６
５
５
１
）

泉
南
市
で
は
、
ご
み
の
分
別
収
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
十
三
年
度
に
ご
家
庭
か
ら
出
た

資
源
ご
み
類
の
年
間
収
集
量
は
七
九
六
�
で
、

種
類
別
等
内
訳
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▼
空
き
缶
＝
▽
ス
チ
ー
ル
缶
は
二
〇
〇
�
▽
ア

ル
ミ
缶
は
四
八
�
▼
び
ん
類
＝
二
九
一
�
▼
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
＝
八
〇
�
▼
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
＝
一
五
七
�
▼
牛
乳
パ
ッ
ク
＝
八
�
▼
そ
の

他
紙
類
＝
一
二
�
。

泉
南
市
で
は
今
年
度
も
よ
り
一
層
、
資
源
ご

み
の
再
資
源
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
(83)
５
８
７
５
）

市
民
の
皆
さ
ん
、
夏
場
に
向
け
て
の
節
水
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
お
風
呂
の
残
り
湯
は
、
洗
濯
や
ま
き
水
に
利

用
し
ま
し
ょ
う
▽
水
を
使
用
し
た
後
は
、
蛇
口

は
し
っ
か
り
と
締
め
ま
し
ょ
う
▽
歯
み
が
き
の

時
は
コ
ッ
プ
を
使
い
、
水
を
出
し
放
し
に
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

11

毎月第３木曜日 
午後２時～４時 

毎月第１・４金曜日 
午後１時～４時 
毎月第２水曜日 
午後６時～９時 

▼第１金曜日は信 
達公民館▼その他 
は樽井公民館 
（電話予約必要） 

人権啓発課 
�83-0001 
（内線237） 

7月4日、11日、25日� 
午前9：30～12：00 
※申込みは電話で実施日 
前日の9：00～（先着10人） 

市役所・別館 
一階会議室 

市役所・別館 
一階会議室 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 

市民体育館 

子ども 
相談室 
�85-1586

市民体育館 
�82-1000

児童相談 

知的障害者相談 

スポーツ相談 

市役所 
児童福祉課 

総合福祉センター内 
子ども支援センター 

児童福祉課 
�83-0001 
（内線242） 

児童福祉課 
�83-0001 
（内線281） 

高齢障害福祉課 
�83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第３金曜日 
午後２時～４時 

毎月第３水曜日 
午後１時～４時 

毎月第１日曜日 
午前９時～11時 

社会福祉 
　　協議会 
�82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前９時～正午 

教育相談室 教育相談室 
�83-3755教育相談 

月～金曜日 
午前10時 
～午後４時 

女性相談 

毎月第２木曜日 
午後１時～４時 

毎月第４水曜日 
午後１時～５時 

市役所 
市民相談室 

人権啓発課 
�83-0001 
（内線212） 

人権相談 

市役所・別館 
消費者相談室 

市役所・別館 
地域振興課 

市役所・別館 
一階会議室 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎週金曜日 
午後１時30分 
　～２時30分 

毎週月・火・ 
水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週月・木曜日 
午前９時 
～午後５時15分 
毎月第１・３ 
木曜日 
午前10時～正午 

毎月第２・４ 
金曜日 
午前10時～正午 

毎週火曜日 
午前９時半～正午 
それ以外は予約制 

保健センター 保健センター 
�82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

市役所・別館 
地域振興課 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

総合福祉 
　センター 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

市役所 
市民相談室 

課税課 
�83-0001 
（内線352） 

求人案内 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎週水曜・西森医師 
時間はいずれも 
午後１時半～３時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
�85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

障害者雇用相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
� 
82－4111

※各種相談は無料となっています。また、秘密は厳守され 
　ますのでご安心ください。 

水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す

水
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

シリーズ：あいぴあ泉南�シリーズ：あいぴあ泉南�
あいぴあクラブを紹介しますあいぴあクラブを紹介します
身体障害者のための作

業療法士（ＯＴ）お料

理教室

手が不自由な方を対

象に、お料理教室を開

催しています。実際の

調理に活かせるよう、

作業療法士がその方に

あった具体的なアドバ

イスを行っています。

また、栄養士の楽しい

お話もご用意し

ております。あ

なたも一度チャ

レンジしてみま

せんか。

▼とき＝原則と

して、毎月第１

月曜日午前11時～午後

２時▼ところ＝あいぴ

あ泉南▼対象＝18歳以

上の障害者手帳をお持

ちの方▼携行品＝エプ

ロン▼参加費＝300円

（材料費）▼申込み・

問合せ＝お電話または

ファクスであいぴあ泉

南（( 8 5 )０７０７／

fax(85)０９０９）

資
源
ご
み
の
年
間
収
集
量

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

う
ち
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
最

近
体
力
が
落
ち
た
よ
う
だ
け
ど
、
将
来
を
考
え

る
と
不
安
‥
。
こ
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

に
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
高
齢
者
に
関
す
る
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
＝

介
護
保
険
の
利
用
方
法
や
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
元
気
だ
け
れ
ど
手

助
け
を
必
要
と
す
る
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

な
ど
、
総
合
的
に
高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
方
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で

も
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
▼
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
は
市
の
委
託
事
業
で
す
＝
相
談

は
無
料
で
、
二
十
四
時
間
体
制
で
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し

ま
す
▼
各
支
援
セ
ン
タ
ー
＝
▽
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
せ
ん
わ
（
(83)
２
０
２
２
）
▽
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
六
尾
の
郷
（
(80)
２
８
５
１
）

▽
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ホ
リ
（
(84)
８
５
８

３
）

▽
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
な
で
し
こ
り

ん
く
う
（
(80)
５
６
０
１
）
▽
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
な
で
し
こ
り
ん
く
う
・
あ
い
ぴ
あ
泉
南

（
(85)
３
６
０
０
）
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課

（
内
線
304
・
307
）

死
亡
原
因
の
約
三
分
の
二
は
が
ん
・
心
臓
疾

患
・
脳
卒
中
や
糖
尿
病
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
生
活

習
慣
病
で
す
。
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
は
、
偏

食
、
運
動
不
足
、
深
酒
な
ど
の
習
慣
を
長
期
間

続
け
て
き
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
予
防
方
法
は
生
活
習
慣

を
改
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
早
期
発
見
・

治
療
が
た
い
へ
ん
重
要
で
す
。

泉
南
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
次
の
と
お
り

病
気
の
早
期
発
見
に
威
力
を
発
揮
す
る
「
人
間

ド
ッ
ク
」
を
助
成
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
一
、
三
十
歳
以
上
の
方
二
、
今
年
度

に
本
制
度
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
人
三
、
申

請
日
の
前
月
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納

の
な
い
方
四
、
現
在
、
内
臓
疾
患
な
ど
の
治
療

中
で
な
い
方
（
一
、
〜
四
、
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
）
▼
申
請
方
法
＝
医
療
機
関
に
人
間
ド
ッ

ク
を
予
約
さ
れ
た
後
、
印
鑑
と
保
険
証
を
持
参

の
上
、
国
保
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係
で
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課

（
内
線
380
・
291
）

七
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第

二
期
分
）
の
納
税
月
で
す
。

▼
市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で
＝
市
税
の
納
付

に
は
、
確
実
で
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
手
続
き
は
預
貯
金
通
帳
の
あ
る
取
扱

金
融
機
関
へ
、
ご
使
用
印
を
ご
持
参
の
上
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
納
税
課
（
内
線
235
・
233
）

泉
南
市
の
水
道
水
は
、
飲
み
水
と
し
て
の
水

質
基
準
を
十
分
に
満
た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

朝
一
番
や
長
い
時
間
、
水
道
水
を
使
用
し
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
消
毒
の
た
め
の
塩
素
濃
度
が

低
下
し
た
り
、
給
水
管
に
鉛
管
が
使
わ
れ
て
い

る
ご
家
庭
で
は
、
微
量
の
鉛
が
溶
出
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

通
常
の
使
用
状
態
で
は
心
配
あ
り
ま
せ
ん
が
、

念
の
た
め
朝
一
番
や
長
い
時
間
、
家
を
留
守
に

し
た
場
合
な
ど
は
、
最
初
の
水
（
バ
ケ
ツ
一
杯

程
度
）
を
飲
み
水
以
外
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
水
道
部
工
務
課
（
(83)
２
０
９
０
）

母
子
家
庭
や
障
害
者
、
独
居
老
人
世
帯
等
を

対
象
に
、
水
道
料
金
の
一
部
を
減
免
す
る
制
度

を
平
成
十
三
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
一
級
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
の
属
す
る
世
帯
に
も
適
用
さ
れ
ま

す
。
対
象
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
一
級

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
属
す
る
世
帯
で
、

世
帯
に
属
す
る
方
の
前
年
度
所
得
に
か
か
る
市

民
税
が
非
課
税
ま
た
は
均
等
割
の
み
の
世
帯

（
生
活
保
護
世
帯
、
市
外
給
水
世
帯
は
除
く
）
が

該
当
し
ま
す
。

八
月
十
五
日
ま
で
に
申
請
し
、
減
免
対
象
と

な
り
ま
す
と
、
家
事
用
に
使
用
す
る
水
道
料
金

の
基
本
料
金
の
半
額
（
月
額
三
一
〇
円
）
が
平

10

nformati
i

on
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

朝
一
番
の
水
道
水
は

飲
み
水
以
外
に

市
税
は
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

水
道
料
金
の
福
祉
減
免

制
度
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市役所　�83-0001 
清掃課　�83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　�85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　�85-0119 
樽井公民館 
　　　　�83-4361



合
も
あ
り
ま
す
）
▼
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
の

督
励
＝
ご
自
宅
に
身
分
証
明
書
を
持
っ
た
職
員
、

国
民
年
金
推
進
員
が
訪
問
し
ま
す
（
夜
間
・
休

日
の
場
合
も
あ
り
ま
す
）
※
国
民
年
金
推
進
員

は
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で
、
国
民
年
金
制
度

や
年
金
に
関
し
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
貝
塚
社
会
保
険
事
務
所
（
(31)
１
１

２
２
）

原
動
機
付
自
転
車
（
ミ
ニ
バ
イ
ク
）
の
盗

難
・
紛
失
は
、
警
察
へ
の
被
害
届
と
同
時
に
市

役
所
課
税
課
へ
の
廃
車
届
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

警
察
か
ら
市
役
所
へ
の
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
早
急
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
課
税
課
（
内
線
238
・
251
）

樽
井
公
民
館
で
は
月
に
一
回
、
友
だ
ち
づ
く

り
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
テ

ー
マ
に
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
青
少
年
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
好
き
な
方
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
方
、
子
ど
も
た

ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
お

手
伝
い
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
子
ど
も
た
ち
の
活
動
日
は
毎
月
第
三

土
曜
日
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
第
一
土
曜
日
の
午

後
（
原
則
と
し
て
）
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館

他
▼
対
象
＝
高
校
生
以
上
の
方
▼
問
合
せ
＝
樽

井
公
民
館
（
(83)
４
３
６
１
）

セ
ン
タ
ー
施
設
内
（
ロ
ビ
ー
）
に
展
示
す
る

手
づ
く
り
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
高
校
三
年
生
ま
で
の
児

童
・
生
徒
に
よ
る
作
品
▼
募
集
作
品
＝
絵
画
、

工
芸
、
書
道
、
そ
の
他
▼
展
示
期
間
＝
約
一
ヶ

月
間
と
し
ま
す
▼
申
込
み
＝
直
接
青
少
年
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
▼
そ
の
他
＝
作
品

は
セ
ン
タ
ー
内
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
の
展
示

と
な
り
ま
す
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
(84)
３
５
０
０
）
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ミ
ニ
バ
イ
ク
の
盗
難
・
紛

失
は
必
ず
届
出
く
だ
さ
い

※幼児の入場は、水着を着用された保護者の方の同伴が必要です。  
　保護者同伴の場合でも、保護者１人につき幼児２人に制限します。  
※気象警報が発令された時は、臨時休館になる場合があります。

□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前９：15～午後７：00） 
※利用料金 
▽大　人＝500円 
▽高校生＝300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者＝250円

※体育館をご利用いただく場合は 
　必ず、上ぐつをご持参ください

※開館時間＝午前9時～午後10時 
　（行事によって早く閉館する場合があります）
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7
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25 26 27 28 29 30 31

13 14 15 16 17

区　名 
下　村 藤田　豊 新家3688 �83－6870
中　村 奥田　六男 新家3125－１ �83－4569
上　村 田中　和彦 新家563 �83－6517
　宮 嶋田　重剛 新家1256 �84－2700
高　野 薮内　実 新家2564 �83－6290
野　口 奥田　勇雄 新家2652 �83－3648
別　所 谷口　一 別所244－１ �67－0356
兎　田 中筋　平 兎田1350 �65－0641
八幡山 山形　好夫 新家1414－302 �83－6364
踊　山 庄司　節男 新家3379－213 �83－9367
　東 亀井　正博 新家3365－201 �84－2713
大苗代 西浦　正城 信達大苗代646－２ �84－4181
一　丘 山本　益生 信達大苗代1053－5－68棟－704 �83－8029
市　場 赤井　増夫 信達市場2099 �84－3535
砂　川 宮崎　紀子 信達市場37－96 �82－3629
牧　野 向井　喜巳雄 信達牧野167－１ �83－3320
岡　中 松下　光春 信達岡中610 �83－9296
六　尾 谷川　義雄 信達六尾108 �83－8858
金熊寺 増田　洋 信達金熊寺850 �82－3212
童子畑 丸山　清 信達童子畑395 �83－7737
楠　畑 宮下　敏晴 信達楠畑98 �82－0913
葛　畑 辻　正男 信達葛畑492 �83－7724
堀　河 谷口　末雄 信達葛畑384 �83－1553
岡　田 宮内　義一 岡田５丁目27－32 �80－2828
　陸 上野　長甫 岡田３丁目11－21 �82－5321
北　野 槙　勝一 北野１丁目５－７ �83－6318
中小路 高浦　宅一 中小路１丁目６－１ �83－5694
鳴　滝 上中　喜美夫 信達市場1609－２ �82－5129
樽　井 宮野　治 樽井４丁目35－14 �83－1393
男　里 金田　明男 男里４丁目１－48 �83－4558
　浜 石井　勇士 男里７丁目22－11 �82－8106
馬　場 大谷　茂 馬場２丁目27－28 �82－7567
幡　代 田中　文雄 幡代１丁目18－６ �83－3443

区長名 住　所 連絡先 

平成14年度の市内各地区の区長をご紹介します。なお、

33区の区長さんたちにより結成されている泉南市区長連

絡協議会の定期総会が５月16日に開催され、会長に宮内

義一さん（岡田区）が再選出されました。

▼問合せ＝政策推進課（内線320） （敬称略）

新しい区長さんを紹介します新しい区長さんを紹介します

青
少
年
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
の

展
示
作
品
を
募
集
し
ま
す

泉
南
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
十
五
年
度

に
小
・
中
学
校
で
使
用
さ
れ
る
教
科
書
の
展
示

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
展
示
期
間
＝
六
月
十
日(
月)
〜
七
月
十
日(

水)

の
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
（
土
・
日
曜
日
は
除

く
）
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
教
科
書
セ
ン
タ
ー

（
泉
南
市
適
応
指
導
教
室
内
・
樽
井
一
丁
目
一
一

一
四
の
四
・
(83)
８
６
９
９
）
▼
問
合
せ
＝
指
導

課
（
内
線
277
）

一
般
家
庭
に
お
い
て
排
出
者
自
ら
に
よ
る
生

ご
み
の
堆
肥
化
を
促
進
し
、
ご
み
の
減
量
化
・

再
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、
機
器
の
購
入
経

費
（
電
気
設
備
等
の
付
帯
設
備
は
除
く
）
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
金
は
次
の
一
、
〜
五
、

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
家
庭
に
交
付
し
ま
す
。

一
、
補
助
金
額
は
、
機
器
購
入
価
格
の
二
分
の

一
以
内
に
相
当
す
る
金
額
と
し
、
二
〇
〇
〇
〇

円
を
限
度
と
し
ま
す
二
、
泉
南
市
に
住
所
を
有

す
る
ご
家
庭
三
、
機
器
を
泉
南
市
域
内
に
設
置

し
、
継
続
的
に
使
用
す
る
ご
家
庭
四
、
機
器
を

そ
の
用
法
に
従
い
使
用
し
、
か
つ
適
切
な
管
理

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
ご
家
庭
五
、
堆
肥
等
が

で
き
る
機
器
に
つ
い
て
は
、
そ
の
堆
肥
を
自
家

処
理
で
き
る
ご
家
庭
※
生
ご
み
等
を
単
に
粉
砕

し
、
水
路
及
び
下
水
道
管
等
に
排
出
す
る
機
種

及
び
焼
却
を
目
的
と
す
る
機
器
は
補
助
金
対
象

外
で
す
。

な
お
、
補
助
金
の
交
付
申
請
に
つ
い
て
は
、

清
掃
課
に
備
え
付
け
の
生
ご
み
減
量
化
等
処
理

機
器
購
入
補
助
金
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
添
付
書
類
（a

機
器
の
領
収
書
・
機

器
の
名
称
及
び
購
入
者
の
住
所
氏
名
が
明
記
さ

れ
て
い
る
こ
とb

機
器
の
保
証
書c

機
器
設
置
後

の
写
真d

市
税
納
税
証
明
書
・
納
付
期
限
到
来
分

の
完
納
証
明
※
生
活
保
護
世
帯
及
び
市
民
税
非

課
税
世
帯
は
除
く
）
を
添
え
て
、
清
掃
課
ま
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
(83)
５
８
７
５
）

街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
は
、
要
介
護
認
定
で
自

立
と
判
定
さ
れ
た
六
十
五
歳
以
上
の
方
た
ち
に
、

日
帰
り
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
で
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
り
、
み
ん
な
で
食
事
や
ゲ

ー
ム
、
創
作
活
動
を
楽
し
ん
だ
り
、
同
世
代
の

仲
間
と
の
交
流
も
で
き
、
張
り
合
い
の
あ
る
一

日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

施
設
は
市
内
に
四
カ
所
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
利
用

方
法
や
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
施
設
に
よ
り
異

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
施
設
名
・
所
在
地
・
電
話
番
号
＝
▽
あ
お
ぞ

ら
（
樽
井
八
の
三
の
一
・
(80)
２
４
０
４
）
▽
さ

く
ら
（
新
家
三
三
七
九
の
六
一
・
(82)
４
８
７
９
）

▽
泉
南
ふ
れ
愛
の
里
牧
野
（
信
達
牧
野
一
二
五

三
の
一
・
(80)
５
０
２
０
）
▽
泉
南
ふ
れ
愛
の
里

樽
井
（
樽
井
四
の
三
三
の
四
・
(80)
４
４
６
６
）

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
304
・
307
）

移
動
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、
お
と
な

の
本
・
こ
ど
も
の
本
、
あ
わ
せ
て
約
二
六
〇
〇

冊
を
積
ん
で
、
市
内
十
二
カ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回
し
て
い
ま
す
。

本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書
館
の
貸
出
券

が
必
要
で
す
。
ま
だ
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、
保
険
証
、

泉
南
市
民
証
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お

一
人
五
冊
ま
で
借
り
て
い
た
だ
け
ま
す
。
巡
回

場
所
、
日
時
は
下
記
の
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
大
雨
・
暴
風
警
報
発
令
時
等
、
気

象
状
況
な
ど
に
よ
り
、
巡
回
を
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

八
月
の
巡
回
は
、
車
両
点
検
・
整
備
及
び
図

書
整
理
の
た
め
運
休
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
そ
の
間
は
図
書
館
本
館
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
(82)
７
７
６
６
）

こ
れ
ま
で
泉
南
市
が
行
っ
て
い
た
、
国
民
年

金
保
険
料
の
収
納
事
務
を
社
会
保
険
庁
（
国
）

が
行
う
こ
と
と
な
り
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

め
忘
れ
等
が
あ
る
場
合
、
あ
な
た
や
家
族
の
年

金
権
を
守
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
納
付
の
督
励

を
行
い
ま
す
。

▼
電
話
に
よ
る
納
付
の
督
励
＝
新
た
に
未
納
と

な
ら
れ
た
方
に
行
い
ま
す
（
夜
間
・
休
日
の
場

12

※８月のかしのき号の巡回はお休みです

□‥開館日（午前10時～午後5時） 
●‥休館日鳴滝第２小学校

楠台１号公園
金　熊　寺

ステーション名 時間

ファミール南大阪
幡代老人集会場
砂川集会所前
青少年センター前

サンハイツ和泉砂川
一丘団地

八幡山自治会館
浜老人集会場
西信達公民館

巡回日
８月 ９月

ステーション名 時間
巡回日

８月 ９月
水
水
木
木
金
金
水

1：30～ 
2：30

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

3：00～ 
4：00

3：00～ 
4：00

水
木
木
金
金

3：00～ 
4：00

3：15～ 
4：00

3：15～ 
4：00

2：00～ 
2：45

2：00～ 
3：00

3：00～ 
4：00

4日18日
4日
5日
5日
6日
6日

18日
19日
19日

11日

20日
20日
25日

12日
11日

12日
13日
13日

25日
26日
26日
27日
27日

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8 9 10

17161514131211

24232221201918

25 26 27 28 29 30 31

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

泉
南
市
教
科
書
セ
ン
タ
ー

教
科
書
展
示
会

か
し
の
き
号
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
事
務

を
社
会
保
険
庁
が
行
い
ま
す



児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人
は
、
毎
年
八
月
に
現
況
届
・
所

得
状
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

八
月
上
旬
に
通
知
書
を
送
り
ま
す
の
で
、
通
知

書
に
記
載
し
て
い
る
書
類
を
持
っ
て
、
所
定
の

期
日
ま
で
に
児
童
福
祉
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

（
郵
便
不
可
）。
な
お
、
届
け
が
遅
れ
た
り
、
届

け
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
手
当
を
受
け
る
の

が
遅
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
児
童
扶
養
手
当
＝
母
子
家
庭
等
で
、
十
八
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
親
等
に
支
給
し

ま
す
▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
＝
二
十
歳
未
満
で

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
325
）

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
納
め
忘

れ
や
現
金
の
出
し
入
れ
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
が
な

く
、
安
心
で
便
利
で
す
。
ご
利
用
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
る
金
融
機
関
は
▽
三
井
住
友
・
大

和
・
泉
州
・
紀
陽
・
近
畿
大
阪
・
関
西
さ
わ
や

か
・
Ｕ
Ｆ
Ｊ
・
和
歌
山
の
各
銀
行
と
き
の
く
に

信
用
金
庫
、
近
畿
労
働
金
庫
、
大
阪
泉
州
農
業

協
同
組
合
、
郵
便
局
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
水
道
部
業
務
課
（
(82)
６
５
５
１
）
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児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

所
得
状
況
届
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

水
道
料
金
の
納
付
は

安
心
便
利
な
口
座
振
替
で

２期工事着工３周年記念イ

ベント・みんなで造ろう空

港島

▼とき＝８月24日(土)（天

候不順の場合は８月31日

(土)に順延）▼内容＝▽簡

易ベルトコンベアを使った

工事体験▽稚魚放流▽見学

船での空港島見学（所要時

間は約２時間半）▼集合場

所＝泉佐野市泉州空港北１

番地・関西空港用地造成

(株 )建設棟▼定員＝合計

1,200人（▽第１班は午前九

時半～▽第２班は午前11時

～▽第３班は午後０時半～

▽第４班は午後２時～）※

各班約300人程度で先着順と

します▼参加費＝無料▼申

込み＝７月31日(水)（当日

消印有効）までに、往復ハ

ガキ（ハガキ１枚につき５

人まで）に一、参加希望班

（第１～４班から第１・２希

望をご記入ください）、二、

代表者の氏名、年齢、性別、

住所、電話番号三、参加者

全員の氏名、年齢、性別

（小学生以下は保護者同伴の

こと）を明記の上、〒549－

0001泉佐野市泉州空港北１

番地・関西空港ターミナル

ビル内郵便局私書箱275号・

みんなで造ろう空港島募集

係（�９３８２）▼問合

せ＝関西国際空港株式会社

広報課（(55)２２０１）

シリーズ：関西国際空港情報NO.26

チリンチリンチリン「紙芝居がはじまるよ～」園庭の
あちらこちらで紙芝居屋さんが、のぼりを立てて店を開
きました。小学生による紙芝居が始まり、幼稚園の子ど
もたちは、紙芝居を食い入るように見つめています。こ
れは、お隣の鳴滝第一小学校の朗読コースの児童たちが、
園児たちに「紙芝居の読み聞かせ」に来てくれた時の様
子です。
鳴滝幼稚園の園区には、２つの小学校（鳴滝第一小学

校、鳴滝第二小学校）があり、年間を通して計画的に幼
稚園と小学校の交流・連携に取り組んでいます。同じ地
域で育っている子どもたちとの交流をとても大切にして
います。
園児たちが昨年秋に苗植えしたタマネギが、畑のおば

さんの支援もあって、大豊作となりました。苗を植えた
子どもたちは、現在小学１年生になっています。園児た
ちは、タマネギのおみやげを持って、１年生のお兄さ
ん・お姉さんに会いに出かけました。「おにいさん・お
ねえさん、ありがとう！こんなに大きなタマネギができ
ました」と元気な声でお礼をいいました。
この後、体力測定をしているお兄さん・お姉さんのカ

ッコイイ姿を
あこがれのま
なざしで見つ
めていました。
そんな園児た
ちの表情から
は「いつかは、
あんなに速く
走ったるで！」
と叫んでいる
かのように見えました。
鳴滝第二小学校では、泥田あそびに招待してもらい、

存分に楽しませてもらっています。この他、勉強してい
る様子を見せてもらったり、遊びをはじめ、いろいろな
ことを教えてもらったりもしています。
このような子どもたち同士の交流、特に異年齢交流の

中では、感じ合うことや育ち合うことがたくさんありま
す。これからも、幼稚園から小学校へ子どもたちの「遊
びと学び」をつないでいこうと取り組みをすすめていま
す。 ▼問合せ＝指導課（内線277）

幼稚園と小学校がつながっていま～す 
鳴滝幼稚園 

泉
南
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
立
小
・
中
学

校
の
障
害
を
持
つ
子
ど
も
の
介
助
員
登
録
希
望

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
資
格
＝
六
十
歳
ま
で
の
方
（
学
歴
は
問
わ
な

い
）
▼
申
込
み
＝
履
歴
書
（
写
真
を
貼
付
）
を

教
育
委
員
会
学
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
▼

登
録
の
有
効
期
限
＝
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一

日
▼
そ
の
他
＝
採
用
は
必
要
に
応
じ
て
面
接
の

上
行
い
ま
す
の
で
、
登
録
さ
れ
た
方
す
べ
て
が

採
用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
▼
問
合
せ
＝
学

務
課
（
内
線
357
）

子
育
て
や
教
育
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

思
い
や
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
の
午
前
九
時
半
〜
正
午

（
事
前
予
約
が
必
要
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
お
電
話
で
、
青

少
年
セ
ン
タ
ー
（
(84)
３
５
０
０
）

七
月
は
少
年
非
行
・
犯
罪
被
害
防
止
と
有
害

環
境
浄
化
月
間
で
す
。
平
成
十
三
年
度
中
の
泉

南
警
察
署
管
内
に
お
け
る
犯
罪
検
挙
人
員
は
約

五
〇
〇
人
で
、
そ
の
う
ち
少
年
犯
罪
は
二
五
〇

人
と
五
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

中
高
生
の
占
め
る
割
合
が
約
七
〇
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
泉
南
警
察
署
で
は
、
多
発
す
る
少
年

犯
罪
に
対
処
す
る
た
め
、
特
別
対
策
室
を
設
置

し
▼
ひ
っ
た
く
り
事
件
の
撲
滅
▼
自
転
車
、
オ

ー
ト
バ
イ
盗
の
防
止
▼
覚
せ
い
剤
等
薬
物
乱
用

防
止
等
に
重
点
を
置
き
、
諸
対
策
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
少
年
犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ
、
少
年
を

取
り
巻
く
有
害
環
境
を
浄
化
す
る
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
情
報
提
供
等
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
・
生
活
安
全
課
（
(71)

１
２
３
４
）

泉
南
市
で
は
、
個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
り

市
民
の
皆
様
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
努
め
て

い
ま
す
。
平
成
十
三
年
度
か
ら
平
成
十
四
年
六

月
一
日
ま
で
に
、
新
し
く
取
扱
い
が
開
始
さ
れ

た
事
務
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.sennan.o

saka.jp/

）
に
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
名
称
・
担
当
課
＝
▽

フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
緊
急
通
報
制
度
（
高
齢
障
害

福
祉
課
及
び
消
防
本
部
警
防
課
）
▽
計
量
器
定

期
検
査
受
検
者
名
簿
作
成
業
務
・
泉
南
市
内
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
名
簿
作
成
事
務
・
障
害
者
雇

用
相
談
受
付
表
作
成
事
務
・
リ
サ
イ
ク
ル
工
場

見
学
出
席
者
名
簿
作
成
事
務
・
消
費
者
講
座
受

講
者
名
簿
作
成
業
務
・
ハ
イ
キ
ン
グ
（
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
）
実
施
出
席
者
名
簿
作
成
業
務
・
海
び

ら
き
式
典
招
待
者
名
簿
作
成
事
務
（
地
域
振
興

課
）
▽
泉
南
市
ほ
っ
と
介
護
相
談
員
登
録
事

業
・
泉
南
市
ほ
っ
と
介
護
相
談
員
事
業
（
介
護

保
険
課
）
▽
泉
南
市
家
族
介
護
慰
労
事
業
・
泉

南
市
徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
・

泉
南
市
寝
具
類
等
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
高
齢

障
害
福
祉
課
）
▽
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

事
業
（
教
育
委
員
会
指
導
課
）
▼
問
合
せ
＝
情

報
管
理
課
（
内
線
328
）
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小
・
中
学
校
の
介
助
員

登
録
を
受
付
し
ま
す

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

開
設
し
ま
す

少
年
非
行
・
犯
罪
被
害
防

止
と
有
害
環
境
浄
化
月
間

８月から住民基本台帳ネットワークシステムが稼働します
平成11年８月に改正住民基本台帳法が

成立し、すべての自治体において、「住民
基本台帳ネットワークシステム」の構築
作業が進められています。
一、住民基本台帳ネットワークで便利に
なります＝住民基本台帳は、個人の居住
関係の公証をはじめ、選挙人名簿の作成
や国民年金の被保険者としての資格管理など、市町
村が行う各種行政サービスの基礎資料となっていま
す。住民基本台帳ネットワークシステムは、従来の
四情報（氏名、住所、性別、生年月日）に住民票コ
ードを新たに追加し、地方自治体共同のシステムと
して、全国共通で本人確認ができるしくみを構築す
るものです。今年８月５日（予定）を第１次稼働と
して、行政機関に本人確認情報の提供を開始します。
各種の行政手続で添付が義務づけられていた住民票
の写しが、これによって順次不要となっていきます。
また、来年８月（予定）の第２次稼働では、全国の
いずれの市区町村役場においても、自らの住民票の
写しの発行が可能となります。さらに、転出地と転
入地のそれぞれの役所に届け出ていただいていた転
出入についても一定の条件を満たせば、転入地のみ

での届で済むようになります。
二、個人情報の保護は万全です＝このシステムが保
有する個人情報は、前述の四情報と住民票コードの
他に、これらの変更年月日と変更事由のみです。さ
らに、情報提供を行う行政機関の範囲や利用目的も
法律で限定されている他、民間部門等で住民票コー
ドを利用することは禁止されています。万全のプラ
イバシー保護措置がとられています。
三、住民票コードを通知します＝皆さんの住民票に
11桁の番号を設定したものが「住民票コード」です。
無作為にコンピュータによって設定された番号で、
同一世帯でも関連のない数字となっています。なお、
住民票コードは８月中頃に、郵便で市民の皆さんに
お知らせします。
▼問合せ＝市民課（内線258）

� � 
� � 

都道府県 
　　　行政機関 
（国・地方自治体等） 

市町村 指定情報処理機関 

� � 
� � 住民基本台帳 

ネットワークシステム 
法律上の根拠が必要 
　目的外利用禁止 

����� 

守
ら
れ
て
い
ま
す
！

あ
な
た
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー



一
〇
〇
円
▽
交
通
費
等
は
自
己
負
担
▼
申
込

み
＝
七
月
二
十
六
日(

金)

（
当
日
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
三
級
課
程
修
了
者
は
修
了
年
月
日
、

修
了
証
書
番
号
と
訪
問
介
護
員
養
成
講
座
受
講

希
望
と
明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉

南
市
樽
井
一
の
八
の
四
七
・
泉
南
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
・
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
▼
問
合

せ
＝
泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
(82)
１
０
２
７
）

▼
西
信
達
夕
陽
ヶ
丘
霊
園
の
チ
ラ
シ
に
つ
い

て
＝
去
る
六
月
八
日(

土)

、
各
新
聞
に
「
西
信
達

夕
陽
ヶ
丘
霊
園
」
の
折
り
込
み
広
告
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
広
告
チ
ラ
シ
に
は
、
問
合
せ
先
等

と
し
て
「
西
信
達
公
民
館
」
の
名
称
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
市
立
西
信
達
公
民
館
は
、

一
切
こ
の
事
業
に
関
与
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

泉
南
市
教
育
委
員
会
で
は
、
西
信
達
夕
陽
ヶ

丘
霊
園
の
事
業
者
に
対
し
て
、
遺
憾
の
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
二
度
と
西
信
達
公
民
館
の
名

称
を
使
用
し
な
い
よ
う
、
厳
重
に
注
意
し
ま
し

た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
217
）

ペ
ッ
ト
の
フ
ン

や
鳴
き
声
に
よ
る

苦
情
が
急
増
し
て

い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
は
愛
情

を
持
っ
て
育
て
、
正
し
く
し
つ
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
散
歩
の
時
な
ど
は
、
必
ず
フ

ン
を
持
ち
帰
り
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
241
）
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泉
南
市
教
育
委
員
会
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

ペ
ッ
ト
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う

７月１日～31日

の期間、第52回社

会を明るくする運

動を実施します。

これはすべての

国民が犯罪の防止

と罪を犯した人た

ちの更生について

理解を深め、それ

ぞれの立場におい

て力を合わせ犯罪

のない社会を築こ

うとする全国的な

運動です。

今回この運動の

一環として、次の

とおり「社明の集

い」を開催します。

ふるって、ご参加

ください。

▼と　き＝７月13

日(土)午後１時半

～

▼ところ＝あいぴ

あ泉南１階大会議

室

▼内　容＝▽第１

部は講演（▽講師

は河田太
かわだふとし

さん・天

理大学講師▽テー

マは「子どもの心

を耕す」）▽第２部

は啓発映画を上映

します

▼問合せ＝泉南市

社会を明るくする

運動実施委員会・

生活福祉課（内線

社明の集いを開催します

広報せんなん６月号では、「合併って？」「どうして今、
市町村合併なの？」についてご紹介してきましたが、今月
号は「広域行政って？」「なぜ広域行政なの？」について皆
さんと一緒に考えていきたいと思います。
▼広域行政って？＝市町村は、市民の皆さんにとって最も
身近で生活に必要な行政サービスを提供しています。また、
地方分権の進展や少子化・高齢化等によって住む人のニー
ズが多様化する中、教育や福祉の現場でも、優秀な人材を
育て、みんなが住みやすい環境をつくっていくなど、地域
での行政を自主的・総合的に担う必要性が高まっています。
しかし、ひとつの市町村では予算や専門的な知識をもった
人材が確保できなかったりする場合があります。そのため
に、いくつかの市町村が集まって、各市町村がもつ情報や
資源をお互いに提供し合い、住民サービスの向上をすすめ
た方が効率的な場合もあります。住む人がより住み・学び
やすくそして働きやすい地域づくりをめざし、市町村が協
力し、様々な事業を連携して行うのが「広域行政」です。
▼なぜ広域行政なの？＝地方分権の進展や住民ニーズの多
様化等により、市町村で実施する住民サービスが増加して
います。市町村では、住民ニーズを的確に把握し、行政に
反映、より効率的に業務をこなす努力をしなければなりま
せん。市町村は、行政運営の効率化や財政運営の健全化な

ど行財政改革に積極的に取り組んでいますが、１市単独の
努力では限界があり、市町村一つひとつでは、財源や人材
は限られますが、いくつかの市町村で連携することで、そ
の限られた資源や人材を効率よく使うことができます。そ
のためにも、共同でできることは共同して、広域行政をす
すめていくことが必要です。例えば、ごみ処理はいくつか
の市町村で連携し、一定量のごみを収集してから、焼却し
た方が効率的で環境にもやさしいといえます。
▼広域行政の推進方法＝一部事務組合や広域連合、協議会
等があり、泉南市においても効率的に事務を行うため、古
くからこれらの広域行政を積極的に活用してきました。広
域行政で行う方が理屈の上では、合理的と考えられる分野
でも、それぞれの市町村の事情が異
なるため調整が難しく、１市でも反
対すれば実現しないなど、現実には
なかなか広がらないのが実状です。
広報せんなん８月号では、合併や

広域行政のメリット、デメリットや
合併問題に関する取組みの状況につ
いて紹介します。
▼問合せ＝政策推進課（内線349・
287）

シリーズ：合併って、広域行政って？（２）

平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
本

市
情
報
公
開
条
例
と
個
人
情
報
保
護
条
例
の
平

成
十
三
年
度
の
運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

情
報
公
開
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
請
求
件
数

が
十
三
件
あ
り
ま
し
た
。
十
三
件
の
う
ち
一
部

公
開
が
二
件
、
取
下
げ
（
情
報
提
供
）
が
十
一

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
己
情
報
の
開
示
請
求

に
つ
い
て
は
、
請
求
件
数
が
二
件
あ
り
ま
し
た
。

二
件
の
う
ち
全
部
開
示
が
二
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
情
報
公
開
請
求
及
び
自
己
情
報
開

示
請
求
の
決
定
事
項
に
つ
い
て
、
不
服
申
立
て

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.city.sennan.osaka.jp/

）

に
お
い
て
、
運
用
状
況
を
詳
し
く
掲
載
し
て
い

ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
情
報
管
理
課
（
内
線
328
）

個
人
情
報
保
護
条
例
で
は
、
市
の
各
機
関
が

個
人
情
報
を
保
護
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
ほ

か
、
民
間
の
事
業
者
と
市
民
の
方
々
の
責
務
も

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
民
間
事
業
者
の
場
合
、

顧
客
名
簿
な
ど
を
誰
も
が
み
え
る
場
所
に
置
か

な
い
な
ど
、
保
有
す
る
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

に
注
意
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
情

報
保
護
に
関
す
る
市
の
施
策
に
協
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
市
民
の

立
場
か
ら
は
、
個
人
情
報
の
重
要
性
の
認
識
と

そ
れ
に
関
す
る
権
利
の
行
使
な
ど
、
個
人
情
報

保
護
が
社
会
の
重
要
な
ル
ー
ル
と
し
て
定
着
す

る
た
め
に
、
互
い
の
個
人
情
報
を
尊
重
し
、
意

識
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
な
ど
が
必
要
で
す
。

事
業
者
・
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
個
人
情
報

保
護
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
情
報
管
理
課
（
内
線
328
）

現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
た
め

の
大
切
な
届
で
す
。
老
齢
基
礎
年
金
等
の
受
給

者
は
誕
生
月
で
す
が
、
次
の
年
金
を
受
け
て
い

る
方
は
七
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
現
況
届
の
必
要
な
年
金
の
種
類
＝
▼
二
十
歳

前
の
障
害
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
▼
旧
障
害
福

祉
年
金
か
ら
切
り
替
わ
っ
た
障
害
基
礎
年
金
▼

旧
母
子
福
祉
年
金
と
旧
準
母
子
福
祉
年
金
か
ら

切
り
替
わ
っ
た
遺
族
基
礎
年
金
。

七
月
初
め
に
現
況
届
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
が

届
き
ま
す
の
で
、
必
ず
七
月
三
十
一
日
ま
で
に

国
保
年
金
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
十

四
年
一
月
二
日
以
後
、
他
の
市
町
村
か
ら
転
入

さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
所
得
証
明
書
が
必

要
で
す
。
障
害
の
程
度
を
確
認
す
る
た
め
診
断

書
の
提
出
を
必
要
と
す
る
受
給
者
に
は
「
診
断

書
」
が
現
況
届
と
併
せ
て
送
付
さ
れ
ま
す
。
診

断
書
は
七
月
中
に
医
師
の
診
断
を
受
け
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、

年
金
の
支
払
い
が
一
時
差
止
め
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
255
）

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
平
成
十
四
年
五
月
三

十
日
に
完
全
施
行
さ
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
、
木
材
（
特
定
建
設
資
材
）
を
用

い
た
建
築
物
等
に
係
る
一
定
規
模
以
上
の
解
体

工
事
等
に
つ
い
て
は
、
特
定
建
設
資
材
ご
と
の

分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
対
象
と
な
る
建
設

工
事
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
発
注
者
は
、
工

事
着
手
の
七
日
前
ま
で
に
大
阪
府
に
分
別
解
体

等
の
内
容
を
届
け
出
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

な
お
、
対
象
と
な
る
建
設
工
事
は
、
▼
建
築

物
の
解
体
は
床
面
積
八
〇
�
以
上
▼
建
築
物
の

新
築
・
増
築
は
床
面
積
五
〇
〇
�
以
上
▼
建
築

物
の
修
繕
・
模
様
替
（
リ
フ
ォ
ー
ム
等
）
は
請

負
代
金
一
億
円
以
上
▼
そ
の
他
の
工
作
物
に
関

す
る
工
事
（
土
木
工
事
）
請
負
代
金
五
〇
〇
万

円
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
建
築
都
市
部
建
築
指
導
室

審
査
指
導
課
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
グ
ル
ー
プ
（
０

６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

平
成
十
五
年
度
か
ら
、
身
体
障
害
者
（
児
）、

知
的
障
害
者
（
児
）
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
支
援
費
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
つ
い
て
は
、

支
援
費
制
度
に
お
け
る
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

者
（
大
阪
市
・
堺
市
に
の
み
事
業
所
を
持
つ
方

は
除
く
）
の
指
定
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

な
お
、
申
請
受
付
に
つ
い
て
は
、
事
前
予
約

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
七
月
一
日(

月)

（
午
前

十
時
〜
正
午
、
午
後
一
時
〜
五
時
）
か
ら
受
付

専
用
電
話
（
０
６
・
４
７
９
０
・
０
１
７
１
）

で
受
付
を
開
始
し
ま
す
（
土
日
祝
日
は
除
く
）
。

▼
申
請
受
付
（
第
一
回
受
付
期
間
）
＝
七
月
八

日(

月)

〜
三
十
一
日(

水)

▼
受
付
場
所
＝
府
庁
本

館
一
階
・
障
害
保
健
福
祉
室
在
宅
課
内
▼
申
請

に
つ
い
て
の
事
前
問
合
せ
＝
大
阪
府
障
害
保
健

福
祉
室
（
０
６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
／
fax

０
６
・
６
９
４
４
・
６
６
７
４
）

訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
養
成
講

座
二
級
課
程
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
二
十
日(

火)

〜
十
一
月
二
十
九
日

(

金)

の
期
間
で
一
三
三
時
間
▼
日
程
＝
▽
講
義
は

八
月
二
十
日
〜
九
月
三
十
日
（
土
日
祝
日
は
除

く
）
▽
演
習
は
十
月
三
日
、
四
日
、
九
日
、
十

日
、
十
一
日
、
十
五
日
▽
実
習
は
十
月
十
七
日

〜
十
一
月
二
十
八
日
の
期
間
で
五
日
間
▼
と
こ

ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
他
▼
対
象
＝
一
、
市
内
在

住
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
従
事
す

る
こ
と
を
希
望
す
る
方
、
従
事
す
る
こ
と
が
確

定
ま
た
は
す
で
に
従
事
し
て
い
る
方
二
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
全
課
程
を
受
講
で
き
る
方
三
、
昭

和
二
十
二
年
四
月
一
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
四
、

自
転
車
に
乗
れ
る
方
（
一
、
〜
四
、
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
）
▼
定
員
＝
二
十
六
人
。
但
し
、

三
級
課
程
修
了
者
五
人
、
一
般
二
十
一
人
（
多

数
の
場
合
は
公
開
抽
選
し
ま
す
）
▼
費
用
＝
▽

受
講
料
は
三
〇
〇
〇
〇
円
▽
テ
キ
ス
ト
代
は
六
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事
業
者
・
市
民
の
皆
さ
ん
も

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度

の
運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

建
築
物
の
解
体
工
事
等
に
　

は
届
出
が
必
要
で
す

障
害
基
礎
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん

七
月
は
現
況
届
の
提
出
時
期
で
す

訪
問
介
護
員
養
成
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

支
援
費
制
度
に
お
け
る
事
業
者

指
定
申
請
を
受
付
し
ま
す



去
る
五
月
二
十
六
日
、
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い

て
憲
法
週
間
市
民
の
集
い
２
０
０
２
が
開
催
さ

れ
、
泉
南
市
出
身
の
女
優
・
梶
本
由
紀

か
じ
も
と
ゆ
き

さ
ん
に

よ
る
ひ
と
り
芝
居
「
こ
の
世
の
花
」
の
公
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

梶
本
由
紀
さ
ん
の
迫
真
の
演
技
に
、
客
席
の

皆
さ
ん
も
感
性
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
主
人
公
の
心

の
動
き
に
合
わ
せ
て
、
心
を
熱
く
し
、
涙
さ
れ

る
場
面
も
あ
り
、
幕
と
と
も
に
感
動
の
拍
手
が

起
こ
り
ま
し
た
。
梶
本
さ
ん
も
泉
南
市
出
身
と

い
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
公
演
と
は
少
し
違

っ
た
意
味
で
力
が
入
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

「
あ
ま
り
に
も
ス
ト
レ
ー
ト
な

主
題
と
内
容
に
び
っ
く
り
し
ま
し

た
が
、
大
変
感
動
し
ま
し
た
」
、

「
芝
居
を
通
し
て
人
間
関
係
に
つ

い
て
、
人
の
心
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
」、「
勇
気
を
あ
り
が
と

う
」、「
子
ど
も
た
ち
に
も
ぜ
ひ
、

見
せ
て
あ
げ
た
い
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
の
台
詞
、「
野
山
に
い
っ

ぱ
い
花
が
咲
い
て
い
る
わ
。
‥
み

ん
な
互
い
の
個
性
を
認
め
合
っ
て

仲
良
く
咲
い
て
い
る
！
‥
‥
私
に

し
か
咲
か
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い

花
を
咲
か
せ
て
み
せ
ま
す
。」
の

よ
う
に
、
こ
の
世
に
「
人
権
の
花
」

が
満
ち
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
と
の
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
啓
発
課
（
(83)
０

０
０
１
・
内
線
212
／
fax
(83)
９
７
２

４
）
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シリーズ：人権シリーズ：人権

憲
法
週
間
市
民
の
集
い
２
０
０
２

梶
本
由
紀
さ
ん
「
こ
の
世
の
花
」

泉南市教育委員会、泉南市人権啓発推進
協議会、泉南市ＰＴＡ協議会では、平成14
年度人権教育講座�を開催します。豊かに
出会い、つながりあっていきませんか。そ
して、家庭、地域、学校、職場など、それ
ぞれの「生活の場」で人権文化を創造しま
しょう。
▼とき・内容・講師＝次表のとおり▼とこ
ろ＝樽井公民館他▼対象＝市内在住・在勤
の方、市内の学校・幼稚園・保育所のＰＴ
Ａ関係者▼定員＝各講座40人（但し、第４

講座は申込みされた方の中から25人を抽選
し、７月15日(月)頃に案内を送付します）
▼参加費＝無料。但し、第４講座は昼食を
ご用意ください。詳細は当選者にお知らせ
します。▼申込み＝お電話で、泉南市教育
委員会・生涯学習課（(83)０００１・内線
217）へ申し込んでください▼その他＝▽
４講座通しの受講でなくても参加できます
▽第１～３講座には一時保育があります
（定員は各６人で、事前に申込みが必要で
す）▼問合せ＝生涯学習課（内線217）

差別のない明るい町をつくるために‥差別のない明るい町をつくるために‥

人権教育講座�に参加しませんか人権教育講座�に参加しませんか

日　時 日　時 講　師 

開講式・第１講座 
７月３日�午後２時～４時 

第２講座 
７月11日�午後２時～４時 

第３講座 
７月17日�午後２時～４時 

第４講座　７月25日� 
午前９時～午後４時 

児童虐待の事例と対応から（仮） 

貝塚市「北校区ふれあいルーム」からの報告 
～世代間交流で、咲かそういろいろな花～ 

日本で暮らす外国人はいま 
～国籍、文化のちがいを越えて～ 

人権フィールドワーク※午前９時に市役所集合 
ダッシュツアー（地場産業の人造真珠とガラス細工づくり／和泉市） 

坪田真起子さん 
（岸和田子ども家庭センター） 

櫛田幸子さん 
（貝塚市北校区ふれあいルーム委員長） 

田村太郎さん 
（多文化共生センター） 

広瀬聡夫さん 
（人権NPO法人ダッシュ） 

愛
に
あ
ふ
れ
た
平
和
を
願
う
短
い
手
紙
を
募
集

し
ま
す
。
あ
な
た
の
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
た
一

筆
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ふ
る
っ
て
、
ご
応

募
く
だ
さ

い
。

▼
作
品
の
様
式
＝
一
〇
〇
字
以
内
の
短
い
手
紙
形

式
（
▽
作
品
の
説
明
文
も
つ
け
て
く
だ
さ
い
▽
様

式
は
自
由
と
し
ま
す
）
▼
申
込
み
＝
七
月
二
十
六

日(

金)

（
必
着
）
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二
（
住

所
不
要
）
泉
南
市
役
所
人
権
啓
発
課
ま
で
申
し
込

ん
で
く
だ

さ
い
▼
そ

の
他
＝
優
秀
作
品
に
は
賞
品
が
あ
り
ま
す
▼
問
合

せ
＝
人
権
啓
発
課
（
内
線
212
）

【
活
動
課
題
】

▼
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
侵
害
の
も

つ
問
題
性
、
重
大
性
を
広
く
市
民
に
訴
え
、
す

べ
て
の
差
別
を
な
く
す
た
め
の
草
の
根
人
権
啓

発
運
動
を
推
進
す
る
。

▼
人
権
啓
発
運
動
を
地
域
に
根
付
い
た
市
民
運

動
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た
め
、
広
く
市
民
の
参

加
を
求
め
る
と
と
も
に
、
校
区
人
権
協
の
組
織

体
制
の
充
実
と
泉
南
市
人
権
協
の
活
動
の
強
化

に
努
め
る
。

▼
被
差
別
者
の
体
験
か
ら
差
別
の
実
態
を
学

び
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
問
題
に

対
す
る
認
識
を
深
め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消

に
向
け
た
人
権
啓
発
活
動
の
充
実
を
図
る
。

▼
泉
南
市
人
権
意
識
調
査
、
同
和
地
区
生
活
実

態
調
査
等
各
種
調
査
に
見
ら
れ
る
今
日
的
な
啓

発
課
題
を
踏
ま
え
、
全
市
的
並
び
に
校
区
ご
と

の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

▼
人
種
差
別
撤
廃
条
約
へ
の
加
盟
、「
人
権
教

育
の
た
め
の
国
連
十
年
」
等
の
国
際
年
の
意
義

を
積
極
的
に
受
け
止
め
、
広
く
啓
発
活
動
を
推

進
す
る
。

▼
「
泉
南
市
部
落
差
別
な
ど
あ
ら
ゆ
る
差
別
の

撤
廃
と
人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例
」
・
「
大
阪

府
部
落
差
別
事
象
に
係
る
調
査
等
規
制
等
に
関

す
る
条
例
」
の
制
定
意
義
を
積
極
的
に
受
け
止

め
、
そ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
啓
発
活
動
を
推
進

し
、
市
民
の
人
権
意
識
高
揚
を
図
る
。
と
り
わ

け
、
平
成
十
年
七
月
に
同
条
例
に
違
反
す
る
悪

質
な
部
落
差
別
調
査
事
件
が
生
起
し
て
お
り
、

事
件
の
内
容
・
背
景
に
つ
い
て
の
市
民
の
啓
発

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
再
発
防
止
・
根
絶
の

た
め
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

▼
平
成
十
二
年
十
二
月
に
施
行
さ
れ
た
「
人
権

教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

に
お
い
て
国
民
の
責
務
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に

向
け
た
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

【
記
念
講
演
】

元
神
戸
市
看
護
大
学
短
期
大
学
部
学
長
の

尾
形
誠
宏

お
が
た
ま
さ
ひ
ろ

さ
ん
よ
り
「
五
〇
か
ら
の
夫
婦
革
命
」

〜
中
高
年
夫
婦
の
あ
り
方
、
共
通
の
生
き
が
い

を
見
つ
け
る
〜
と
題
し
て
、
高
齢
化
社
会
が
進

む
中
で
、
中
高
年
夫
婦
が
直
面
す
る
、
定
年
後

の
生
活
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
、
留
学
先
で
の

経
験
や
友
人
や
患
者
か
ら
の
相
談
、
ご
自
身
の

反
省
も
お
り
交
ぜ
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
若
さ
は
老
化
を

駆
逐
す
る
。
肯
定
的
な
も
の
の
見
方
、
楽
観
的

な
捉
え
方
、
気
分
転
換
な
ど
、
ス
ト
レ
ス
解
消

法
の
紹
介
。
受
け
身
で
な
く
前
向
き
に
新
し
い

こ
と
を
始
め
よ
う
な
ど
と
、
元
気
の
出
る
お
話

に
講
演
後
も
尾
形
さ
ん
を
囲
ん
で
、
質
問
や
感

想
を
話
さ
れ
る
参
加
者
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

【
役
員
体
制
】

左
表
の
と
お
り
、
平
成
十
四
年
度
の
役
員
体

制
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
お
詫
び
と
訂
正

広
報
せ
ん
な
ん
六
月
号
に
お
い
て
、
一
九
頁

に
掲
載
の
人
権
擁
護
委
員
・
藤
田
小
夜
子

ふ

じ

た

さ

よ

こ

さ
ん

の
電
話
番
号
が
掲
載
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
藤

田
さ
ん
の
電
話
番
号
は
（
(84)
３
１
７
４
）
で
す

▼
問
合
せ
＝
人
権
啓
発
課
（
内
線
212
）

●
識
字
教
室
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

鳴
滝
識
字
教
室
で
は
、
読
み
書
き
・
習
字
・

絵
手
紙
等
の
先
生
を
さ
が
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
▽
毎
週
火
曜
日
の
午
前
九
時
〜
十
一

時
▽
毎
週
金
曜
日
の
午
後
七
時
〜
九
時
▼
と
こ

ろ
＝
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
旧
鳴
滝
解
放

会
館
）
▼
内
容
＝
読
み
書
き
、
習
字
、
絵
手
紙

等
を
教
え
て
い
た
だ
け
る
方
▼
問
合
せ
＝
生
涯

学
習
課
（
内
線
217
）
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人
権
を
守
る
市
民
の
活
動
を

い
っ
そ
う
進
め
、
広
め
よ
う

役職名  氏　名  役職名  氏　名  
梅田　幸夫 
新川　實 
奥田　六男 
山田　きみ子 
林　　立 
坂井　善兵衛 
金谷　初子 
松野　健吉 
古谷　知文 
谷川　義雄 
選　任　中 
島本　安治郎 
野海　房幸 
清水　とし子 
奥田　優子 
庄司　節男 
西尾　登志子 
大西　倉造 
岸　　美義 
宮崎　紀子 
藤原　司武 
関本　源彦 
佑代　一 
小林　尚司 

会　　長 
副 会 長  

　 　 〃  
　 　 〃  
　書　　記 
　会　　計 
　会計監査 
　 　 〃  
東校区人権協委員長 
　　〃　　副委員長 
信達校区人権協委員長 
　　〃　　副委員長 
一丘校区人権協委員長 
　　〃　　副委員長 
新家校区人権協委員長 
　　〃　　副委員長 
　　〃　　副委員長 
砂川校区人権協委員長 
　　〃　　副委員長 
　　〃　　副委員長 
　　〃　　副委員長 
　　〃　　副委員長 
西信達校区人権協委員長 
　　〃　　副委員長 

朝井　聖 
上林　茂 
佑代　慶静 
徳野　利勝 
松野　健吉 
北浦　信 
池田　美佐緒 
城野　美知子 
赤井　康人 
亀岡　登喜恵 
杉山　頼平 
宮地　良昭 
真鍋　正子 
藤田　小夜子 
亀岡　弘 
枡　　亀 
古谷　美枝子 
広岡　修三 
村嶋　和子 
中野　登喜子 
向井　修 
坂本　萬里子 
矢野　栄一 
北島　治男 

西信達校区人権協副委員長 
　　〃　　副委員長 
　　〃　　副委員長 
鳴滝校区人権協委員長 
　　〃　　副委員長 
樽井校区人権協委員長 
　　〃　　副委員長 
　　〃　　副委員長 
雄信校区人権協委員長 
　　〃　　副委員長 
　　〃　　副委員長 
　　〃　　副委員長 
　相　談　役 
　　　〃 
　　　〃 
　　　〃 
　　　〃 
　　　〃 
　　　〃　 
　　　〃 
　　　〃 
　　　〃 
　　　〃 
　事務局長 

田 又 
土 

【
泉
南
市
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
総
会
開
催
】

去
る
四
月
二
十
一
日
、
多
数
の
来
賓
、
関
係
者
の
出
席
の
も
と
、
平
成
十
四
年

度
泉
南
市
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
本
年
度
の
活
動
課
題
、
役

員
体
制
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
啓
発
課
（
内
線
212
）



※行事実施日に台風等による大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

今月の健康診査・予防接種・その他（２００２.７）
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
　
人
　
保
　
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

両親教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア・破 
　　傷風・百日せき） 

麻しんの予防接種 

日本脳炎の予防接種 

一般健康診断／循環器科検診 
精神保健福祉相談 
Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 

献　血 

ぴよぴよサロン（育児相談） 

４カ月児健康診査 

１歳６カ月児健康診査 
３歳６カ月児健康診査 
２歳児歯科健康診査 
２歳６カ月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

随　時 
市内の各医療 
機関 

随　時 
市内の各産婦人 
科医院 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

�７月３日� 
�８月７日� 

�平成14年２月生 
�平成14年３月生 

身体計測、内科診察、個別指導など。 
対象の人には個別通知（時間指定）します。 

７月24日� 
午後０時40分～２時10分 

▼平成12年12月生 身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

７月10日� 
午後０時半～１時10分 

▼平成10年12月生 

７月18日� 
午後１時～１時半 

▼平成12年６月生 

歯みがき教室 ７月25日� 
午後１時～１時20分 

▼平成12年５月生 
▼平成12年11月生 

７月25日� 
午後１時半～２時 

▼平成11年12月生 

７月12日� 
午後１時半～２時半 
７月15日�ツベルクリン反応検査 
７月17日�ツベルクリン判定ＢＣＧ 

７月４日�、22日�、30日� 
午後１時半～２時半 

時間は午後１時半～２時半。生後３カ月～４歳未満の乳幼児。なるべく 
１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期は、３歳～７歳６カ月未満。�初回接種は、約１～４週間 
隔で２回。�追加接種は、２回目の接種終了後、約１年後に１回。 
第２期は９～13歳未満、第３期は14～16歳未満。対象年齢内に１ 
回接種してください。 

第１期（３種混合）は、生後６カ月～７歳６カ月（できるだけ生後３歳まで）の間 
に計４回。▼初回接種＝生後６カ月に達したら約４週間隔で３回。 
▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の間に１回。 
第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学６年生）の人に１回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへはコミュニティバスをご利用ください。 

生後12カ月～７歳６カ月未満の幼児。できるだけ３歳までに済ませてください。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第２、４水曜日 
午前中（要予約） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001）。血圧、検尿、血液検 
査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001） 
高齢者こころの相談、アルコール健康相談にも応じています。 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
７月25日�　ラリーズ泉南店 
８月８日�　スカイシティオークワ泉南店 
▽午前10時～正午▽午後１時～４時▽成分献血 
の受付は午前10時～11時、午後１時～３時まで 

成分献血は１人約40～50分かかりますので、事前に 
保健センター（��7615）へお申込みください。 
なお、大阪府内の当日と翌日の献血場所は、 
�0120－524133でご案内しています。泉南市献血推進協議会 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001）。 
事前予約が必要です。 

８月５日�、12日�、19日�、 
26日�の各午後１時～ 

▼妊婦とその家族 
▼定員は15組（要予約） 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知（時間指定）します。 

�７月５日��８月２日� 
午後１時半～３時 

７月16日� 
７月23日� 
午後１時半 
　～２時半 

▼乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 
お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談など。２ 
歳児にはカリオスタット検査（むし歯予測試験法）実 
施。歯みがき教室は、ブラッシング指導、おやつ試食 
等。予約は不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記 
用具、問診票。※今月受診できない人は、対象月より 
３ヵ月以内に受診してください。 

４日間で１コース。携行品は母子手帳と１日目は歯ブラシ、コップ、手鏡。２日目は運 
動のできる服装。なるべく５ヵ月以降の安定期にお越しください。途中参加もできます。 

病・医院の診察時間 満９ヵ月～１歳未満 ４カ月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前に予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第１、３火曜日 
▼北野区民センター第２、４火曜日 
▼保健センター第２、４木曜日 
いずれも午後２時～１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持と閉じこもり防止をめざします。 
直接、会場へお越しください。 

40歳以上で簡単な集 
団体操に参加でき、 
自力又は家族の送迎 
で参加できる方 

▼40歳以上の市民 
平成14年４月１日～ 
11月30日までの間に 
１回受診できます 

▼30歳以上の市民 
平成14年４月１日～ 
11月30日までの間に 
１回受診できます 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、 
貧血、糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。 
便潜血検査２日法。※できるだけセットで受けてください。 
健康手帳を持参の上、直接医療機関受付へ申し込んでください。 
※直接医院受付に申し込んでください。 
▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）（信達牧野361－10／�83－2357） 
▼福本医院・婦人科（信達牧野378／�83－2505）▼宮城医院・婦人科 
（信達市場31－311／�82－7019）▼栃原皮膚科医院・婦人科（信達大 
　苗代62－44－213／�82－5702）▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜 
　午前中のみ）（りんくう南浜３－７／�80－5618） 
※40歳以上の方は、基本健康診査、大腸がん検診とできるだけセットで受けてください。 
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泉
南
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
で
は
夏
休
み
親
子
ク
ッ
キ

ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。
調
理
す

る
こ
と
は
、
自
立
心
を
育
て
、

親
子
が
ふ
れ
あ
う
機
会
に
も
な

り
ま
す
。
親
子
で
楽
し
く
ク
ッ

キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
六
日(

金)

午
前
十
時
〜
午
後
二
時
▼
と
こ

ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
▼
定

員
＝
親
子
で
十
五
組
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一

人
に
つ
き
三
〇
〇
円
（
保
険
料

含
む
）
▼
携
行
品
＝
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
筆
記
用
具
、
手
拭
き

▼
申
し
込
み
・
問
合
せ
＝
七
月

一
九
日(

金)

ま
で
に
、
お
電
話

で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
九
月
十
九
日(

木)

、

十
月
十
日(

木)

、
二
十
四
日(

木)

、

十
一
月
七
日(

木)

、
二
十
一
日

(

木)

の
午
前
中
（
時
間
予
約
制
）

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
＝
三
十
歳
以
上
の
女
性
市

民
▼
定
員
＝
各
日
六
十
人
（
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
費
用
＝

無
料
▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル
一
枚
▼
検
査
内

容
＝
医
師
に
よ
る
視
触
診
、
超

音
波
検
査
▼
申
し
込
み
＝
八
月

五
日
〜
八
月
十
六
日
（
当
日
消

印
有
効
）
の
期
間
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
※
記
入
方
法
は
保
存
版
・
平
成

十
四
年
度
成
人
保
健
事
業
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
く

だ
さ
い
）。
な
お
、
申
込
み
は
第

三
希
望
の
日
程
ま
で
ご
記
入
く

だ
さ
い
。
但
し
、
時
間
の
指
定

は
で
き
ま
せ
ん
▼
問
合
せ
＝
保

健
セ
ン
タ
ー

十
年
後
、
二
十
年
後
も
い
き

い
き
過
ご
す
た
め
に
、
食
事
・

運
動
を
中
心
に
仲
間
と
共
に
生

活
を
見
直
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
月
一
日(

火)

、
十

日(

木)

、
十
七
日(

木)

、
二
十
五

日(

金)

、
三
十
日(

水)

、
十
一
月

五
日(

火)

、
十
四
日(

木)

、
二
十

一
日(

木)

、
二
十
九
日(

金)

、
十

二
月
三
日(

火)

、
九
日(

月)

、
十

九
日(

木)

※
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
一
時
半
か
ら
二
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
＝
四
十
歳
以
上
六
十
五
歳

未
満
の
方
（
但
し
、
平
成
七
年

度
以
降
の
健
康
メ
デ
ィ
カ
ル
講

座
、
い
き
い
き
健
康
講
座
受
講

者
は
除
き
ま
す
）
▼
費
用
＝
保

険
料
と
調
理
実
習
費
（
約
一
〇

〇
〇
円
程
度
）
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
、
七

月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま

で
の
期
間
、
市
内
医
療
機
関
で

も
実
施
し
ま
す
。
平
成
十
四
年

四
月
一
日
時
点
で
満
四
十
歳
、

四
十
五
歳
、
五
十
歳
、
五
十
五

歳
、
六
十
歳
、
六
十
五
歳
、
七

十
歳
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

基
本
健
康
診
査
と
同
時
に
受
け

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
四
月
以

降
住
民
検
診
や
医
療
機
関
で
基

本
健
康
診
査
を
受
け
た
方
も
受

診
で
き
ま
す
。
基
本
健
康
診
査

を
受
診
で
き
る
市
内
の
医
療
機

関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
実
施

内
容
は
、
Ｃ
型
肝
炎
・
Ｂ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
で
す
。
な
お
、

今
回
受
け
た
方
は
、
来
年
度
以

降
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
費
用
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
保
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乳
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

を
実
施
し
ま
す

い
き
い
き
健
康
教
室

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

夏
休
み
親
子

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

食中毒は、他人事ではありません。食中
毒の発生原因が家庭の食事だったという報
告は数多くあり、「家でつくったもの
は安心」と考えるのは危険です。
気温が高くなるこれからの季

節が食中毒が多発する時期で
す。次の点に注意し、食中毒
を予防しましょう。
▼鮮度のよいものを選び、でき
るだけ早く冷蔵庫、冷凍庫へ入
れましょう▼冷蔵庫、冷凍庫に保
存するときは、肉や魚の汁などが他の食
品につかないように、容器やビニール袋な
どに入れましょう▼調理器具やふきんを清
潔にしましょう▼調理前や生肉、生魚、卵

を扱った時には、必ず石鹸で手を洗いまし
ょう▼生肉、生魚を切った包丁やまな板は

よく洗って、熱湯をかけたあと、次の
ものを切りましょう。できれば、
包丁、まな板は使い分けしまし
ょう▼食中毒菌をやっつける
には、加熱が一番。中心まで
十分熱を通しましょう▼食肉
を生のまま食べることはでき
るだけ避けましょう▼料理を室

温で長く放置しないようにしまし
ょう▼食品が残った時は、食品は清潔

な容器に入れ替え、冷蔵庫などに保存しま
しょう▼時間が経ちすぎたら、思い切って
捨てましょう▼問合せ＝保健センター

家庭から食中毒をなくしましょう！
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梅雨の風物詩、あじさいが咲き誇るお寺として、「あじさい寺」の別名を持つ古刹・長慶寺（信達市場）。
今年は５月中旬から暑い日が続いたこともあって、６月上旬には、あじさいが満開の時期を迎えました。境
内には、ところせましと青・赤・紫色のあじさいの花（約5000株）が咲き誇り、幻想的な景観が人々の目を
楽しませてくれています。休日ともなると市内・外からたくさんの見物客が訪れ、あじさいをカメラで撮影
したり、絵を描いたりする人がいるなど、思い思いの楽しみ方をしていました。 （６月８日）

雨に輝く華、それは‥
あじさいの寺・長慶寺

夏本番を前に、泉南市体育指導委員の皆さん（４人）

が障害者の方々に、水泳や水遊びを通して水に親しん

でもらおうと、社会福祉法人いずみ野福祉会・泉南デ

イホームの入所者31人をサンエス温水プールに招待

し、水泳指導を行いました。

遊びをまじえながらの指導に、参加した障害者の皆

さんも終始リラックスし、明るく・元気いっぱい水に

親しみ、楽しいひとときを過ごすことができました。

（６月１０日）

水に親しみ、楽しく泳ごう！
体育指導委員の水泳指導開催

ケーブルテレビのチャンネ
ル９では、泉州地域４市３町
の地域情報「わくわくりんく
う」を映像と文字番組で放送
しています。但し、視聴する
にはケーブルテレビへの加入
が必要です。また、視聴でき
ない地域がありますのでご了承ください。
▼１回目＝９：00～11：20（泉南市は９：00～）
▼２回目＝14：00～16：20（泉南市は14：00～）
▼３回目＝22：00～０：20（泉南市は22：00～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（�０１２０－０８９－３４４）
▼地域情報番組の問合せ＝情報管理課（内線227）

※番組の内容は予定ですので、予告なく変更する場合 
　があります。ご了承ください。 

ホタル観賞の 
夕べ・たそが 
れコンサート 

堀河ふれあい自然塾のプレオープ 
ンイベントとして行われた「ホタ 
ル観賞の夕べ・たそがれコンサー 
ト」の様子を紹介します。 

７月２日� 
　　～ 
７月15日� 

泉南の産業 
シリーズ 
しらす漁 

シラスは、イワシの稚魚ってご 
存じでしたか。伝統のシラス漁 
の様子と釜揚げにより、シラス 
ができるまでを紹介します。 

７月16日� 
　　～ 
７月29日� 

６月は環境月間 
環境保全は個人 
の責任で！ 

自然の美しさを知っている人は 
節約をしている人ですをテーマ 
に、行政・企業・市民の立場か 
ら環境について考えてみます 

６月18日� 
　　～ 
７月１日� 

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火
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毎年好評をいただいている古代史博物館フォーラ
ム。今回は「泉南の弥生時代」をテーマに、泉州地域
を代表する市内最大級の「男里

おのさと

遺跡」の発掘調査報告
の公表６０周年を記念し、第一線で活躍中の考古学研
究者をお迎えし、泉南地域の弥生時代がどのようにな
っていたのかを探りました。各先生の基調講演・報告
の後、活発な討論が行われ、男里遺跡が泉州の弥生時
代において、いかなる位置を占めていたのか等が議論
されました。
当日は、広く日本全国から熱心な考古学のファン

（約１００人）が訪れ、白熱する議論に聞き入ったり、
同時開催された第６回企画展「発掘！男里遺跡」を真
剣な表情で見学していました。

（６月９日）

泉南の弥生時代を探る！
古代史博物館フォーラム開催

砂川小学校では、授業中に不審者が校内に侵入した

という想定のもと、児童（６２９人）、教職員らが参

加した防犯訓練が実施されました。不審者を発見した

教師が、今春導入されたばかりのＰＨＳ（緊急事態無

線通報システム）を使って本部（職員室）や職員に通

報、さらに校内放送により全児童に避難を促しました。

避難開始から避難完了まで要した時間は２分３８秒と

迅速に対応でき、マニュアルと通報システムの有効性

が確認されました。

避難訓練終了後は、泉南警察署員による緊急時の対

応法等の講話を聞いたり、また、地元関係諸団体の

方々や保護者らが校区内通学路の注意箇所を合同で巡

回しました。 （６月７日）

教訓生かして通報・避難
砂川小学校で防犯訓練！

チ
ェ
ッ
ク

花
火
は
夏
の
夜
の
風
物
詩
。
り

ん
く
う
花
火
の
祭
典
の
開
催
日
も

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
季
節
は
花
火
大
会
に
出
か
け
た

り
、
ご
家
庭
の
庭
先
で
花
火
を
楽

し
む
機
会
も
増
え
る
で
し
ょ
う
。

気
軽
に
楽
し
め
る
花
火
も
、
正
し

く
取
り
扱
わ
な
い
と
火
傷
や
火
災

等
の
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま

す
。
花
火
の
原
料
は
「
火
薬
」
で

す
。
正
し
い
使
用
方
法
で
、
事
故

の
な
い
よ
う
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▼
花
火
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
の

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

一
、
強
い
風
の
日
は
避
け
ま
し
ょ

う
二
、
花
火
は
束
ね
て
点
火
し
な

い
三
、
注
意
書
き
を
必
ず
読
み
ま

し
ょ
う
四
、
子
ど
も
だ
け
で
花
火

は
し
な
い
五
、
水
の
入
っ
た
バ
ケ

ツ
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
六
、
燃
え

や
す
い
物
が
な
い
と
こ
ろ
で
遊
び

ま
し
ょ
う
。

▼
韓
国
映
画
「
リ
ベ
ラ
・
メ
」
を

上
映
し
ま
す

泉
南
市
消
防
本
部
で
は
、
防
火

意
識
の
啓
発
活
動
の
一
環
と
し

て
、
昨
年
話
題
を
呼
ん
だ
韓
国
映

画
「
リ
ベ
ラ
・
メ
」
を
上
映
し
ま

す
。意

志
を
も
つ
怪
物
の
よ
う
に
荒

れ
狂
う
炎
、
消
防
士
サ
ン
ウ
は
死

に
場
所
を
求
め
る
か
の
よ
う
に
危

険
な
火
災
現
場
に
突
入
し
て
い

く
。
リ
ベ
ラ
・
メ
（
ラ
テ
ン
語
で

「
我
を
救
い
た
ま
え
」
の
意
味
）

と
い
う
祈
り
は
叶
う
の
か
！
友
だ

ち
、
ご
家
族
お
誘
い
の
上
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
九
日(

月)

午

後
一
時
〜
午
後
三
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
市
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
樽

井
八
の
一
三
の
一
八
）
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
事
前
申
込

み
は
不
要
▼
問
合
せ
＝
消
防
本
部



シリーズ：「ふるさと歴史紀行」

美しく磨かれ、薄青白い
光を放つ石…。この遺物は
新家のフキアゲ山東遺跡の
調査で見つかったもので
す。全長は9.75�、最大の
幅が6.55�、厚みが3.5㎝あ
り、弥生時代のものと考え
られます。
この遺物の正体は、磨製

石斧（ませいせきふ）とい
って木の柄に取りつけてお
もに木を伐採するために使
われていた石でできた斧な
のです。特にこの石斧のよ
うに刃の部分が蛤（はまぐ
り）の貝殻の合わせ目のよ
うな形をしているものは、

「磨製蛤刃石斧」（ませいは
まぐりばせきふ）とよばれ
ています。
見つかった石斧の刃先は

何回も使われたためか刃こ
ぼれが激しく、刃の一部も
欠けてしまっています。当
時の人々は何の目的でこの
石斧をつかって木を伐採し
たのでしょうか？家や農
具、あるいは船をつくるた
めか今となっては知ること
ができませんが、一生懸命
に木を切る様子が目に浮か
んできます。

森に響く弥生の音‥

▼

○

○

～これはなんだろう・６～

広
報
せ
ん
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発
行
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管
理
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広
報
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再
生
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し
て
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ま
す
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